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DirectX 3 ‚Š‚‚‚‚• XE "DirectX 3 ‚Š‚‚‚‚•" §
Œ‚Microsoft® DirectInput™ ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒ“—
ƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚ƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒ‚‘‚‚API‚COM‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚—‚‚ 
DirectInput‚ƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚‘‚‚•Win32 API‚‚‚‘‚ƒƒƒƒ‚‚‚
Windows 95‚‘‚‚‚‚DirectInput 
1.0‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒ‚‰”‚‚‚‚‚‚‚joyGetPosEx‚‚‚‚‚‚‚‚APIƒ
ƒƒƒƒƒƒƒ—
ƒƒƒƒƒ(joy.cpl)‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‰”‚‚‚VJOYD.VXD‚Š–
‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚

ƒƒƒƒ 1.0‚ƒƒƒˆ—DirectX SDK‚Š‚‚‚‰—
‚—‹‚‘‚‚‚“‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚Windows‚‚‚‚‚‚‘‰‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚–
ƒƒƒƒ‚DirectInput‚–•‚‚‚‚‚‚‚‚DiectInput 
3.0‚‚‚ƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚‘‚‚‚‚‚‘‚ƒƒƒƒ‚‰”‚‚‚DirectInput 1.0 
‚‚ˆ‚‚DirectInput 3.0 のAPI は、COM オブジェクトおよびインターフェイスを使用し
ている。

DirectInputのの COM が付加されることになる。フォース 
ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚‚ DirectInput で‚‚‚ƒƒƒ‚•‰‚‚‚”—入力
ƒƒƒƒ(“’‚DirectInputƒƒƒƒƒƒ スにより直接サポƒ‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ)‚ƒƒƒ‚‚‹”‚•‰‚‚‚ 

DirectInputŠ— XE "DirectInputŠ—" §

Windows DirectX SDK 
‚‚‚“‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚DirectInput‚“—
ƒƒƒƒƒƒ‚‚‘‚•—‚ƒƒƒƒ‚‰”‚‚‚DirectX 
SDKƒƒƒƒƒƒ‚‚‚

–‚–“‚ƒƒ および COM インターフェイスについて説明することである。ここではマウスおよびキーボード入力の サポートに必要なAPI と COM インターフェイスについての み説明し、DirectInput 1.0 については触れない。

DirectInput によるジョイスティック サポートの  XE "DirectInput の" §

 XE "ジョイスティック:アナログ・ジョイスティック" § XE "ジョイスティック:デジタル・
ジョイス ƒƒ ック" §DirectInput 
API‚ƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚‘‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚’‹‚‚‚‚API は Microsoft 
Win32® ソフトウェア開発キット (SDK)‚ƒƒƒƒƒƒƒ ク API ‚の ƒƒƒƒƒ ‚頼性が改の
善されて‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒƒƒ‚•準お‚‚OEM‹‹‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚’‚ˆ‘’‚‚‚ƒƒƒの
情•‚ƒƒƒƒƒ‚Š”‚‚。

本節では、ジ ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚DirectInputŠ‚ƒƒ セージおよび構造体について説明し、 
Win32ƒƒƒƒƒƒƒƒAPI‚‚‚•“‚–‚‚‚‚‚DirectInput API‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ 活かしたア
プリケーションをデザインすることができる。また、位置およびボタン情報をジョイスティッ
クから取得することができる。

のDirectInputの
· の



5

· の
· の
ジョイスティック 機能の  XE "の" §

DirectInput サービスは、オペレーティング・システム起動時にロードされる。DirectInput
はアナログおよびデジタルのジョイスティックをサポートする。アナログ・ジョイスティックは、よりリアルタイムな応答を必要とし、デジタル・ジョイスティックよりも大きな負荷をシステムに与える
 XE "ジョイスティック:の " §DirectInput サービスは、異のの
最大 4 本の運動軸を追跡し最大 4 つのボタンを用いるアナログ・ジョイスティック 2 基から、
2 本の運動軸を追跡し最大 4 つのボタンを用いるアナログ・ジョイスティック 4 基までの範囲
に渡る。またデジタル・ジョイスティックについては同時に最大 16 基モニタできる。1 基あ
たり、運動軸は最大 6 本、ボタンは最大 32 個までである。

ジョイスティックが追跡する各運動軸には作動範囲 XE "ジョイスティック:作動範囲" §があ
る。作動範囲とは、ジョイスティック ハンドルをニュートラルまたは静止状態の 位置から動かせる一番離れた点までの 距離であるののの。
 

ジョイスティック・ドライバ XE "ジョイスティック:ジョイスティック・ドライバ" §は最大
16ののjoyGetNumDevs の 0 を返す。

アプリケーションは、joyGetPosEx の JOYERR_NOERROR、そうでなければ
JOYERR_UNPLUGGED を返す。

各ジョイスティックには、アプリケーションから利用可能な機能がいくつか存在する。その機
能は、joyGetDevCaps 関数を用いて調べることができる。この関数は、ジョイスティック

注意

joyGetNumDevs ‘‚‚‚の ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚

ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒ XE "ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒ" §

“”ˆ‚ƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ XE "ƒƒƒƒƒƒƒƒ:ƒƒƒƒƒƒƒƒ" 
§‚‚‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚Microsoft Windows® 
95‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚ˆ‰
‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‘‚‚‚

· ˆ”“‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ XE "ƒƒƒƒƒƒƒƒ:ˆ”“‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ"·EM ジョイスティック XE "ジョイ
スティック:OEM ジョイスティック" § 

· カスタム・ジョイスティック XE "ジョイスティック:カスタム・ジョイスティック" §

の 6 本の運動軸、32ののののの
さらにこの アプリケーションは、joyConfigChanged のの
ジョイスティック 位置の  XE "の" § 



joyGetPosEx のの x、y、z 座標を含めて Win32 APIの 4 つの ボタンに対する状態情報を取得することも可能である。またjoyGetPosEx の
· 4、5、6のr、u および vの
· ラダー情報 XE "ジョイスティック:ラダー情報" § 

· 視点ハット XE "ジョイスティック:視点ハット" § 

····心にある評価データ

· ジョイスティック ニュートラル位置周囲の デッドゾーンのの  XE "ジョイスティック:デッ
ドゾーン" §を含めた評価データ

DirectInput によるキーボードおよびマウス サポートの  XE "DirectInput の" §

のDirectInputの
· DirectInput オブジェクト

· DirectInputDevice オブジェクト

· マウス・デバイスから データ取得の
· キーボード・デバイスからの データ取得

· キーボード・スキャンコード

· 日本語キーボード

DirectInput オブジェクト XE "DirectInput オブジェクト" §

DirectInput オブジェクトは DirectInput サブシステムを表す。アプリケーションは
DirectInputCreate API を呼び出して DirectInput オブジェクトを作成する。 
DirectInputCreate API は、IDirectInput インターフェイスを返す。

IDirectInputのDirectInput が動作可能な入力デバイスを列挙することができる。入力デ
バイスは IDirectInput::EnumDevices メソッドにより列挙される。

DirectInputDevice オブジェクト XE "DirectInputDevice オブジェクト" §

DirectInputDeviceのの
入•‚
ƒƒƒƒƒƒƒ‚IDirectInput::CreateDeviceƒƒƒƒ‚Œ
‚‚‚DirectInputDeviceƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ 
IDirectInput::CreateDeviceƒƒƒƒ‚IDirectInput
Deviceƒƒƒƒƒ イス‚•‚
IDirectInput::CreateDevice‚‘ˆ‚ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒG‚‚インスタンス GUID がある。
GUID_SysMouse および GUID_SysKeyboard の " §

 XE "マウス:マウス・データ" §マウス・デバイスからの データを取得するには、c_dfDIMouse データ・フォーマットで
IDirectInputDevice::SetDataFormat を呼び出す。マウス・デバイスから返される

—ƒƒƒƒ‚
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データは、スクリーン座標ではなくマウスが移動したユニット数を基にしている。これらの マウス・ユニットはマウス・ハードウェア(ミッキーとも呼ばれる)から返される実際の 値を基に
‚‚‚‚DirectInput‚‚‚ƒƒ‚‰‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚•‚‚‚‚‚‚

ƒƒƒ‚‚•‚‚‚ƒƒ‚‘‘ƒƒ‘ƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚‘‘•‚‚‚ƒƒ‚‘‘‚‚‚‚‘‚‚‚‚‚Ž’‚‚‚‚‚IDirectI
nputDevice::SetPropertyƒƒƒƒ‚‰
‚‚•‰”‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚Žƒƒ‚‘‚ƒSetProperty‚Œ‚‚‚‚‚ 
DIPROPDWORD‘‘‚dwDataƒƒƒƒ‚DIPROPAXISMODE_ABS‚ƒƒƒ‚‚

ƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚Žƒƒ‚‘‘‚ƒƒƒ‚‚‚‚•‚あるいは z 軸にそって後方へ移動したことを示す。の x 軸にそって右方へ、y 軸にそって下方へ、あるいは z 軸にそって前方へ
移動したことを示す。

のの DirectInput から得られたすべての 相対移動を単に合計したもの となる。これは絶対座標の 数値には意味がないことを示しており、マウス・ポインタの スクリーン座標とは無関係である。アプリケーションは、絶対座標を未知の 原点に対する相対座標であるとして扱う。
 たとえば、アプリケーションはデバイスの 認識直後にその ときの 絶対位置を記録し、それを「仮想原
点 XE "マウス:仮想原点" §」として保持することができる。そして以降はそこからマウスが
移動した相対距離を計算するために、IDirectInputDevice::GetDeviceState あるいは
IDirectInputDevice::GetDeviceData の(の IDirectInputDevice::Unacquire まで続
ける)。純粋な相対デバイス(マウスなど)における絶対座標は、以前に記録された位置との 比較を行うときにだ
け意味がある。

 XE "の:マウス" §マウス 現在の 状態を取得するためには、ポインタのの
を DIMOUSESTATE 構造体へセットして
IDirectInputDevice::GetDeviceState ののの
い‚‚•‚‚‚
 XE "“—ƒƒƒƒ§ƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚Ž“‚CEOBJECTDATA の

ンタおよび配列 サイズを含む変数をの IDirectInputDevice::GetDeviceData へ渡さな
ければならない。入力待ち行列にデータがなくなるかあるいは配列が埋まってしまうまで、
DirectInput は最も古いマウス・データから配列に入れていく。 
IDirectInputDevice::GetDeviceData から返されるサイズ変数は実際に使用されている配列要素数である。マウスからバッファ・データを取得する際、単一の DIDEVICEOBJECTDATA ののある。 
XE "マウス:の" §たとえば、典型的なマウスには 4 つの オブジェクト、すなわち入力ソー
ス XE "マウ ƒ:ƒƒƒ‚“—ƒƒ" §‚‘‚‚xŽyŽƒƒƒ0ƒƒƒ1‚‚‚ƒƒ‚ƒƒƒ0‚‰
‚ƒƒƒ‚Ž‚•Œ‚ˆ“‚‚‚ 
IDirectInputDevice::GetDeviceData‚“‚‚‚DIDEVICEOBJECTDATA‘‘‚”—
‚‚3‚‚—‘‚‘“‚‚‚‚‚ƒƒƒ0‚‰‚‚‚‚‚‚Ž‚—‘xŽ•Œ‚•‰‚‚‚‚‚‚‚Ž‚—‘‚‚‚yŽ•Œ‚•‰
‚‚‚‚‚‚‚Ž‚Œƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚’‹‚‚‚‚‚’‚DIDEVICEOBJECTDATA‘‘‚dwOfs
ƒƒƒƒ‚‚”Š‚‚‚‚‚‚‚¤”—’‚—‘‚‚‚ƒƒƒƒƒIMOFS_BUTTON1DIMOFS_BUTTON
2 
DIMOFS_BUTTON3DIMOFS_XDIMOFS_Y‚‚‚DIMOFS_Z‚‚‚‚‚‚‚’
‚ DIMOUSESTATE‘‘‚‚’‚ƒƒƒƒƒ‚Ž‚‚‚‚‚‚’‚—
‚‚DIDEVICEOBJECTDATA‘‘‚ƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚‚‚‚‚‚Š‚’‚‚‚‚‚‚‚
‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚Žƒƒ‚‘‘‚dwDataƒƒƒƒ‚‘‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚dwData‚‰ˆƒ
ƒƒ‚‚‚—ˆ‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚ˆƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒ‚‰‚‚‚‚ƒƒƒ‚‚—‚‚‚‚ƒƒƒ‚‚‚

Scrawlƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚IDirectInputDevice::GetDeviceData‚‚
Ž“‚‚•‚—‚‚•–‚‚‚‚‚Ž‚‚‚‚‚‚‚¡

ƒƒ‚IDirectInputDevice::GetDeviceData‚‚Ž“‚‚‚‚‚‚‚Ž•‚‚ƒƒƒƒƒ‚——
‰”‚‚‚

ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚”Ž‚‚ƒƒ‚Ž“‚‚‘‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‹’ƒƒƒ XE "‹’ƒƒƒ:ƒƒƒƒƒƒƒ‚" 
§‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚¡‚‚‚‚‚‚•—‚‹’ƒƒƒ‚Ž‚ƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚Iows 95Š‹‰‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚ˆ‰
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DISCL_EXCLUSIVE ‹’のの Œ’‚‚‚‚‚‹‚Ž‚‚‚‚

DirectX‚—ƒƒƒƒ‚‚Windows NT‚DirectInput‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚Windows 
NT‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚DISCL_FOREGROUND | 
DISCL_EXCLUSIVE‚‚ƒƒƒ‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚Windows 
95‚DirectInput‚‚DISCL_FOREGROUND | 
DISCL_EXCLUSIVE‚‚‚ƒƒƒ‚Œ’‚‚‚‰”‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒ
ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚‚•—‚‚‚‚‚‚‚‹’ƒƒƒ‚—‚‚‚‚‚‚‚‚‚Windows NT‘‰
‚DINPUT.DLLƒƒƒƒƒƒƒƒƒ(DirectX 3.0 SDK‚Extrasƒƒƒƒƒƒ‚‚‚)‚—
‚‚ƒƒƒ‚•—‚‚‚Windows 
NTƒƒƒƒ‚DirectInput(‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚Windows 
95ƒƒƒƒ‚DirectInput)‚Windows 
95ƒƒƒƒ‚‚‚•”‚DIERR_INPUTLOST‚’’‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒ‚’‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚
‚‚‚‚

 XE "ƒƒƒƒ‚”Ž:ƒƒƒƒƒƒƒ" 
§IDirectInputDevice::GetDeviceData‚‚‚IDirectInputDevice::GetDeviceState‚‚‚ƒƒ
ƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚’’‚‚‚‚“—
ƒƒƒƒ‚Ž‚‚‚‚‚‚‚‚‚IDirectInputDevice::Unacquire‚Œ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ
‚‰•‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‘‚‚‚‚‚たはウィ
ƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚ˆ“‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚‰•‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ ョン‚’’‚‰‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚“—
ƒƒƒƒ‚“Š“‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒショ ƒ‚IDirectInputDevice::Acquire を呼び出してマ
ウス・デ ƒƒ スを認識‚’‚•—‚‚‚

ƒƒƒƒƒƒƒ‚DISCL_FOREGROUND モードでマウスを使—
‚‚‚‚IDirectInputDevice::GetDeviceData‚‚‚ IDirectInputDevice::GetDeviceSt
ate‚‚‚DIERR_INPUTLOST•’‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚Ž‚DirectI
nput‚Ž““‚ƒƒƒ‚‰•‚‚‚‚DIERR_INPUTLOST 返値‚Ž‚Ž‚‚アプ
ƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚”Ž‚“‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚ƒƒ‚”‚‚‚‚‚‚–
Œƒƒ‚Š‚‰”‚‚‚‚‚‚‚‚

ƒƒƒƒƒƒƒ‚DISCL_NONEXCLUSIVEƒƒ‚マウ ƒ‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚場合、マウス・デ
ƒ‚DirectInputŒ—‚WindowsƒƒƒƒƒƒƒŒ—‚—
•‚‚Ž“‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚DISCL_EXCLUSIVEƒƒ‚ƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚D
irectInput を介‚‚‚‚Ž“‰”‚‚‚Windowsƒƒƒƒƒƒƒ‚‚Ž—‚‚‚ƒƒ‚Š‚‚‚‚

Scrawlƒƒƒƒ アプ ƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒ を認識および解放する適切な方法の例である。

キーボード・デバイスから データ取得の  XE 
"ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒŽ“" §
 XE "ƒƒƒe:ならない。DirectInput は、インターナショナル・キーボード上に存在する
追加キーばかりでなく拡張キーボード上 各キーに対しても定数を定義している。ほとんどの 場合、これらの 定数は実際にののの
は PC 拡張スキャンコードである。これらのキー定数は DIK_で始まり、dinput.h で定義さ
れている。NEC キーボードは PCのDirectInput は NEC キースキャンコードを可能なか
ぎり PCの
 XE "の:キーボード" §のの256のの IDirectInputDevice::GetDeviceState メソッドへ
渡さなければならない。 IDirectInputDevice::GetDeviceState メソッドは Windowsの
GetKeyboardState ののの 256のののDIK_ENTERののEnter キーが押されている。
しかし GetKeyboardState とは異なり、DirectInputのの
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 XE "入力バッファ・データ 取得の :キーボード" §キーボードからバッファ・データを取得す
るには、irectInputDevice::GetDeviceData に渡さなければならない。入力待ち行列に
データがなくなるかあるいは配列が埋まってしまうまで、DirectInput は最も古いキーボー
ド・データから配列に入れていく。 IDirectInputDevice::GetDeviceData から返され
るサイズ変数は実際に使用されている配列要素数である。キーボードからバッファ・データを取得する際、単一のDIDEVICEOBJECTDATA の
ジェクト 状態に関する変の 更点である。キーボード上 各キーまたはボタンはオブジの ェクト
を表す。ユーザが ÒA”キーを押して離し、続いて ÒR”キーを押すと、 
IDirectInputDevice::GetDeviceData へ渡された DIDEVICEOBJECTDATA の 3 つ

“の A”キーが押されたことを示す要素、 ÒA”キーが離されたことを示す要素、および 
ÒR”キーが押されたことを示す要素である。 IDirectInputDevice::GetDeviceData のの
あらかじめ定義されている DIK_*定数と DIDEVICEOBJECTDATAの dwOfsの
素がどのオブジェクト(またはキー)を参照しているかを知ることができる。また DIK_*定数
を用いて、DIDEVICEOBJECTDATA ののののの dwDataのの dwDataの
IDirectInputDevice::GetDeviceData により取得されている場合 み、時刻付きのキーボード・データが利用可能となるのの。

アプリケーションは、デバイスを認識してデータを取得する前に、キーボード・デバイスの協
調レベル XE "協調レベル:キーボード・デバイスの" §をセットしなければならない¡ のして
IDirectInputDevice::SetCooperativeLevel を呼び出す。Windows 95Š‹‰
‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚ˆ‰‚‹’ƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚ DISCL_BACKGROUND | 
DISCL_NONEXCLUSIVE、DISCL_FOREGROUND | 
DISCL_NONEXCLUSIVE である。DirectInput 3.0 では
DISCL_BACKGROUND | DISCL_EXCLUSIVE、DISCL_FOREGROUND 
| DISCL_EXCLUSIVE 協調レベ ƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚。これは、キ
ƒƒƒƒ‚‚ねに DirectInput と Windowsƒ ッセージとを通して受信されること‚ˆ 味す
る。Š‹’ƒƒƒ の意–‚Š‚‚のの
DirectX‚—ƒƒƒƒ‚‚Windows NT 上で DirectInput‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚、Windows 
NT ではキƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚DISCL_FOREGROUND | DISCL_NONEXCLUSIVE
しかサポートされない。アプリケーションを Windows NT で実行する必要がある場合、
キーボードへ アクセスにはこの‹’レベルを使うことになる。キーボードドのの ライバ サポートレベルによってはの、
Windows 95のDirectInput でも DISCL_FOREGROUND | 
DISCL_NONEXCLUSIVEの
 XE "の:キー ƒƒデバイス" 
§IDirectInputDevice::GetDeviceData‚‚‚IDirectInputDevice::GetDeviceState によ
りキーボード・デバイスからデータを取得する前に、IDirectInputDevice::Acquire を呼
び出してデバイスを認識しておかなければならない。アプリケーションが中断されたり入力
フォーカスを失ったりするときには、IDirectInputDevice::Unacquire を呼び出してアプ
リケーションからキーボード・デバイスを解放することが推奨される。アプリケーション・メ
ニューあるいはシステム・メニューが選択されるか、またはウィンドウがリサイズあるいは移動される場合も、デバイスを解放しなければならない。アプリケーションの中断が解除されたりアプリケーションが入力フォーカスを再度獲得したりするときには、アプ
リケーションは IDirectInputDevice::Acquire を呼び出してキーボード・デバイスを認識
し直す必要がある。

アプリケーションが DISCL_FOREGROUND モードでキーボードを使用している場合、
IDirectInputDevice::GetDeviceData または IDirectInputDevice::GetDeviceState からのDIERR_INPUTLOST 返値をチェックすることが推奨される。アプリケーションが
フォーカスを失う際、DirectInput は自動的にキーボードを解放するため、
DIERR_INPUTLOST 返値を受け取った場合アプリケーションはキーボード・デバイスの 認識を再度行うべきである。しかし、どの ようなタイプの エラーが発生した際でも無条件
に DirectInput デバイスを認識し直させるようなアプリケーションを書いてはならない。認
識できないデバイスを認識しようとして無限ループに陥る可能性があるからである。



キーボード・スキャンコード XE "キーボード・スキャンコード" §

 XE "キーボード:スキャンコード" §キーボードには、アプリケーション側で注意しておかな
ければならない点がいくつかある。物理的なキーボード・レイアウトに合わせてユーザがキーの Š‚“‚‚’‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚ P ードには存在するが説明しているキーボードには存在しないことを意味する。あるキーが追加されたと示されるとき、その キーはUS PC 拡張キーボードには存在しないが説明し
ているキーボードには存在することを意味する。

の PC 拡張キーボードが新たな XE "キーボード:Windows キー" §Windows キー
(DIK_LWIN、DIK_RWIN、および DIK_APPSの
 XE "キーボード:ポーズ・キー" §DIK_PAUSE キーコードは存在しないということに注意
を要する。PC 拡張キーボードは DIK_PAUSEのDIK_LCONTROL および
DIK_NUMLOCK のÒPause”を生成している。

 XE "キーボード:の" §ラップトップあるいはそ 他ののの  XE "キーボード:小型コンピュータの" §小型コンピュータは、フルセットのキーボードを実装していないことがよくある。かわ
りにいくつかの キー（典型的にはテンキー）は他の キーと共通になっており、補助的なモード・キーにより選択される。この モード・キー自体はスキャンコードを生成しない。

キーボード サブタイプがの  XE "キーボード:PC XT キーボード" §PC XT あるいは PC 
ATK_F11、DIK_F12の(DIK_*値が 0x80 以上)の PC XT キーボードには
DIK_SYSRQ が存在しない。

日本語キーボード、特に NEC PC-98 キーボードには、US キーボードとは実質的に異なる
キーセットが含まれる。詳細については日本語キーボードを参照すること。

日本語キーボード XE "日本語キキーボードとの間には実質的な相違が存在する。以下の表で
は、各タイプの日本語キーボードで利用可能な付加キーをリストアップしている。また US

また、NEC PC-98 キーボード XE "キーボード:NEC PC-98 キーボード" §では
DIK_CAPSLOCK および DIK_KANA キーがプッシュ・ボタンではなくトグル・ボタンになっているもの があることに注意す‚‚と。これらは、最初に押されると押されたと
いうイベントを生成しー

DOS/V 106 キーボード, 
NEC PC-9ONVERT

DIK_KANA

DIK_KANJI

DIK_NOCONVERT

DIK_YEN

DIK_APOSTROPHE

DIK_EQUALS

DIK_GRAVE

NEC PC-98 スタンダードキーボード
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NEC PC-98 ラップトップキーボード

DIK_AT

DIK_CIRCUMFLEX

DIK_COLON

DIK_F13, F14, F15

DIK_KANA

DIK_KANJI

DIK_NOCONVERT

DIK_NUMPADCOMMA

DIK_NUMPADEQUALS

DIK_STOP

DIK_UNDERLS

DIK_GRAVE 

DIK_NUMLOCK

DIK_NUMPADENTAX キーボード

DIK_AX

DIK_CONVERT

DIK_KANJI

DIK_NOCONVERT

DIK_YEN

DIK_RCONTROL

DIK_RMENU

J-3100 キーボード

DIK_KANA

DIK_KANJI

DIK_NOLABEL

DIK_YEN

DIK_RCONTROL

DIK_RMENU



DirectInput リファレンス XE "DirectInput リファレンス" §

マクロ

DIDFT_GETINSTANCE XE "DIDFT_GETINSTANCE" § 

BYTE DIDFT_GETINSTANCE(

DWORD dwType) 

オブジェクト・インスタンス番号コードをデータ・フォーマット・タイプから抽出する。詳細
は DirectInputƒƒƒƒƒƒƒ §

BYTE DIDFT_GETTYPE(

DWORD dwType) 

オブジェクトタイプ・コードをデータ・フォーマットから抽出する。詳細は DirectInput
データ・フォーマット・タイプを参照すること。

dwType

DirectInput データ・フォーマット・タイプ。

DISEQUENCE_COMPARE XE "DISEQUENCE_COMPARE" §

BOOL DISEQUENCE_COMPARE(

DWORD dwSequence1, cmp,

DWORD dwSequence2) 

のDirectInput 順序番号を回り込みを考慮="、 "<"、 ">"、 "<="、 ">="。

dwSequence2

の
返値

の0 でない値を返す。

例

の dwSequence1 が dwSequence2 より時系列的に先行するかをチェックする。

if (DISEQUENCE_COMPARE(dwSequence1, <, dwSequence2)) {
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...

}

の dwSequence1 が dwSe

quence2 より時系列的に後続または同
時であるかをチェックする。

if 
(DISEQUENCE_COMPARE(dw
Sequence1, >=, dwSequence2)) {

...

}

GET_DIDEVICE_SUBTYPE XE 
"GET_DIDEVICE_SUBTYPE" §

BYTE 
GET_DIDEVICE_SUBTYPE(

DWORD dwDevType) 

ののの DirectInput デバイス・タイ
プ記述コードを参照すること。

dwDevType

DirectInput デバイス・タイプ記述
コード。

GET_DIDEVICE_TYPE XE 
"GET_DIDEVICE_TYPE" §

BYTE GET_DIDEVICE_TYPE(

DWORD dwDevType) 

デバイス・タイプコードをデバイス・
タイプ記述コードから抽出する。詳細
は DirectInput デバイス・タイプ記述
コードを参照すること。

dwDevType



DirectInput デバイス・タイプ記述
コード。

MAKEDIPROP XE 
"MAKEDIPROP" §

整数プロパティを作成するヘルパマク
ロ。

整数プロパティは Microsoft により定
義されている。カスタム・プロパティ
を実装したいベンダーは、GUID を用
いること。

関数

DirectInputCreate XE 
"DirectInputCreate" §

HRESULT DirectInputCreate(

HINSTANCE hinst,

DWORD dwVersion, 

LPDIRECTINPUT * 
lplpDirectInput, 

LPUNKNOWN punkOuter);

IDirectInput COM インターフェイス
をサポートする DirectInput オブジェ
クトを作成するために呼び出される。
正常に呼び出されると、関数は
*lplpDirectInput における新たなオブ
ジェクトへポインタを返す。

の punkOuter = NULL で呼び出す
ことは、 
CoCreateInstance(&CLSID_Direc
tInput, punkOuter, 
CLSCTX_INPROC_SERVER, 
&IID_IDirectInput, 
lplpDirectInput)を介してオブジェク
トを作成し Initialize で初期化するこ
とと同等である。

の punkOuter != NULL で呼び出す
ことは、 
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CoCreateInstance(&CLSID_Direc
tInput, punkOuter, 
CLSCTX_INPROC_SERVER, 
&IID_IUnknown, lplpDirectInput)
を介してオブジェクトを作成すること
と同等である。集成化されたオブジェ
クトは手作業で初期化しなければなら
ない。

のAN

SIƒƒƒƒ‚‚‚UNICODEƒƒƒƒ‚•‚‘‚‚ANSIƒƒƒƒ‚IDirectInputWƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚
reate‚“‚•Žƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒ‚‚
hinst
DirectInputƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚DLL‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ

dwVersion

使用された dinput.hのの DIRECTINPUT_VERSION でなければならない。

DirectInput はこ 値を用の いて、ど バージョンののの DirectInput に対してアプリケーショ
ンまたは DLL が設計された かを知の る。

lplpDirectInput
正常実行される場合、IDirectInputƒƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚•‚‚‚Ž‚Ž‚

punkOuter

OLE‰‹”‚–’‚Œ‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‰
‚‚irectInput‚•‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚IUnknown‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚ 
OLE‘‚—‹‚‚IDirectInput‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚に注意。

返値

COMのの
DI_OK = S_OK: 操作が正常終了した。

DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG: lplpDirectInput パラメータが有効な
ポインタではない。

DIERR_OUTOFMEMORY = E_OUTOFMEMORY: ƒƒƒ‚•‘‚‚‚‚

DIERR_DIERR_OLDDIRECTINPUTVERSION: 
DirectInput‚ƒƒƒctInputƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚

joyConfigChanged XE "joyConfigChanged" § 
MMRESULT joyConfigChanged(

DWORD dwFlags);

ƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚’があることをジョイスティック・ドライバに通知する。



のの
行うとき、または別 ジョイスティック・デバイスが選の ‘‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ
ック・キャリブレƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒ‚‚Œ‚‚‚‚

OEM‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ
ƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚計されている場合、現在選択されているジョイスティ
ƒƒ‚‘‚‚ƒƒƒƒƒ‚JOYSTICK USER’‚•‚‚‚‚‚を、この 関数を用いてジョイスティックドラの
イバに通知することができる。JOYSTICK USER の
HKEY_LOCAL_MACHINE 部分にある。
dwFlags 
予約されており、0 にセットしておかなければならない。

•’
功すれば JOYERR_NOERROR の  

JOYERR_NOCANDO 

JOYERR_REGISTRYNOTVALID 

xe "joyGetDevCaps"§
joyGetDevCaps XE "joyGetDevCaps" § 
MMRESULT joyGetDevCaps(

UINT uJoyID,
LPJOYCAPS pjc,
UINT cbjc);

ƒƒƒƒ‚Ž‚‹”‚ƒƒƒ スティックに照会する。 

こ 関数を用いて、ドライバがサポーの トするジョイスティック・デバイス数を知ることができ
る。

uJoyID 

のJOYSTICKID1 または JOYSTICKID2‚‚‚
pjc 
ƒƒƒƒƒƒƒƒ‹”‚Š‚JOYCAPS‘‘‚ƒƒƒƒ 
cbjc 
JOYCAPS‘‘‚ƒƒƒ‚ƒƒƒ‚Ž‚
•’
Œ‚‚‚ JOYERR_NOERROR Ž”‚‚‚Ž‚ƒƒ‚•‚ 
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MMSYSERR_INVALPARAM 

MMSYSERR_NODRIVER 
JOYERR_REGISTvs"§
joyGetNumDevs XE "joyGetNumDevs" § 
UINT joyGetNumDevs(VOID);

ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ ィック数をドライバから取得する。

指定されたジョイスティックがコンピュータに物理的に接続されているかどうかを調べるには、
joyGetPosEx 関数を用いる。

返値

ドライバがサポートするジョイスティック数を返す。ドライバが存在しなければ 0 を返す。

参照　 joyGetDevCaps 

xe "joyGetPosEx"§

joyGetPosEx XE "joyGetPosEx" § 

MMRESULT joyGetPosEx(UINT uJoyID, LPJOYINFOEX pji);

ˆ’‚‚‚ƒƒƒ‘‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚Ž“‚‚ 

‚‚Š 数を Œ‚‚‘‚JOYINFOEX‘‘‚dwFlags—‘‚‚‚‚ˆƒƒƒŽ“ƒƒƒ‘‚ƒƒƒ‚Ž‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚Š’ƒƒƒƒ‚‚‚‘6Ž‚—
‚‚•Œ‚‚ƒƒƒƒ‚‰”‚‚‚
uJoyID 
‰‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž•Ž 

pji 

の JOYINFOEXの
返値

成功すれば JOYERR_NOERROR の
JOYERR_UNPLUGGED 

MMSYSERR_BADDEVICEID 



MMSYSERR_INVALPARAM 

MMSYSERR_NODRIVER 

ŽJOYINFOEX 

ƒƒƒƒƒŠ

DIEnumDeviceObjectsProc XE ACK DIEnumDeviceObjectsProc(

LPCDIDEVICEOBJECTINSTANCE lpddoi, 

LPVOID pvRef);

IDirectInputDevice::EnumObjects メソッドで用いられるコールバック関数。

lpddoi

列挙されているオブジェクトを記述する
DIDEVICEOBJECTINSTANCE‘‘‚ƒƒƒƒ

pvRef
IDirectInput’‚‚
•’
DIENUM_CONTINUE —‹‚Œ‘‚‚
DIENUM_STOP —‹‚’Ž‚‚

DIEnumDevicesProc XE "DIEnumDevicesProc" §
BOOL CALLBACK DIEnumDevicesProc(

LPDIDEVICEINSTANCE lpddi,
LPVOID pvRef

);

IDirectInput::EnumDevicesƒƒƒƒ‚—‚‚‚‚ƒƒƒƒƒŠ
lpddi

—‹‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚‹‚‚DIDEVICEINSTANCEの
pvRef

IDirectInput::EnumDevices 関数で与えられた、アプリケーション定義 データのアドレスのの。

返値

DIENUM_CONTINUE 列挙を継続する

DIENUM_STOP 列挙を中止する
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IClassFactory XE "IClassFactory" §

IClassFactory インターフェイスは OLE サポートに必要とされる。詳細な情報については
OLE マニュアルを参照すること。DirectInput を用いるアプリケーション ほとんどは、の
OLE クラスファクトリと直接通信する必要はない。

IClassFactory::AddRef XE "IClassFactory\:\:AddRef" §

HRESULT AddRef(

LPCLASSFACTORY lpClassFactory);

インターフェイスに対する参照カウントをインクリメントする。OLEの
IUnknown::AddRef を参照すること。

返値

オブジェクト参照カウントを返す。

IClassFactory::CreateInstance XE "IClassFactory\:\:CreateInstance" §

HRESULT CreateInstance(

LPCLASSFACTORY lpClassFactory, 

LPUNKNOWN punkOuter, 

REFIID riid, 

LPVOID * ppvOut);

新たな DirectInput オブジェクトを指定されたインターフェイスで作成する。OLEの
IClassFactory::CreateInstance を参照すること。新たに作成されたオブジェクトはまだ初
期化されていないことに注意。

punkOuter

OLE 集成化機能が未知 制御へのポインタ、またはインターフェイスがのの 集成化されていない
場合は 0の 0 を渡す。

riid

必要なインターフェイス。この パラメータは有効なインターフェイス識別子を指し示す必要がある。

ppvOut

の
返値



COMのの
S_OK: 操作は正常終了した。

E_INVALIDARG: ppvOut パラメータは有効なポインタでない。

CLASS_E_NOAGGREGATION: 集成化機能がサポートされていない。

E_OUTOFMEMORY: メモリが不足している。

E_NOINTERFACE: 指定されたインターフェイスはサポートされていない。

IClassFactory::LockServer XE "IClassFactory\:\:LockServer" §

HRESULT LockServer(

LPCLASSFACTORY lpClassFactory,

BOOL fLock);

DLL ロック・カウントをインクリメントまたはデクリメントする。DLL ロック・カウント
が 0 でない場合は、メモリから削除されない。OLE マニュアルの
IClassFactory::LockServer を参照すること。

fLock
TRUE であるƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚ 
FALSE‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚

•’

COMƒƒƒƒ‚•‚ˆ‰‚ƒƒƒƒ‚•‚‚‚ƒƒ‚‚‚‚‚‚Œ‚‚‚

S_OK: 操作は正常終了した。
E_OUTOFMEMORY: ƒƒƒ‚•‘‚‚‚‚

IClassFactory::QueryInterface XE "IClassFactory\:\:QueryInterface" §

HRESULT QueryInterface(

LPCLASSFACTORY lpClassFactory, 

REFIID riid, 

LPVOID * ppvObj);

ƒƒƒƒƒƒ‚‘‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚—
‚‚OLEƒƒƒƒƒ‚IUnknown::QueryInterface‚Ž‚‚‚‚

riid

•—‚インターフェイス IID。
ppvObj

得られるインターフェイス‚‚ƒƒƒƒ‚Ž‚Ž‚

•’

COMƒƒƒƒ‚•‚
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IClassFactory::Release XE "IClassFactory\:\:Release" §

HRESULT Release(LPCLASSFACTORY lpClassFactory);

ƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚Žƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚Žƒƒƒƒ‚0‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚
‰•‚‚‚OLEƒƒƒƒƒ‚IUnknown::Release‚Ž‚‚‚‚

•’

ƒƒƒƒƒƒŽƒƒƒƒ‚•‚

IDirectInput XE "IDirectInput" §

DirectInputƒƒƒƒƒƒ‚DirectInputƒƒƒƒƒƒ‚•‚’ˆ“—
ƒƒƒƒ‚•‚DirectInputDeviceƒƒƒƒƒƒ‚‚‚

IDirectInput::AddRef XE "IDirectInput\:\:AddRef" §

DWORD AddRef(
LPDIRECTINPUT lpDirectInput);

IDirectInput が継承する IUnknownのの COM オブジェクトの参照カウントを増やす
ために用いられる。オブジェクトが最初に作成される際に、参照カウントは 1 にセットさ
れる。AddRef が呼び出されるたびに参照カウントはインクリメントされ、Release が
呼び出されるたびに参照カウントはデクリメントされる。参照カウントが 0 になると、その
lpDirectInputのDirectInput オブジェクトを指し示す。
返値
新たな参照カウントを持つ DWORD。

IDirectInput::CreateDevice XE "IDirectInput\:\:CreateDevice" §
HRESULT CreateDevice(

LPDIRECTINPUT 
lpDirectInput,

REFGUID rguid,
LPDIRECTINPUTDEVICE 

*lplpDirectInputDevice,
LPUNKNOWN * pUnkOuter);

GUID が指定するデバイスのインスタンスを作成し初期化する。の punkOuter = NULL で呼び出すことは、 
CoCreateInstance(&CLSID_DirectInputDevice, NULL, 
CLSCTX_INPROC_SERVER, riid, lplpDirectInputDevice)‚‰
‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚Init‚‚ CoCreateInstance(&CLSID_DirectInputDevice, 
punkOuter, CLSCTX_INPROC_SERVER, &IID_IDirectInput, lplpDirectInput)
を介してオブジェクトを作成することと同等である。集成化されたオブジェクトは手作業で初
期化されなければならない。

lpDirectInput



のDirectInput オブジェクトを指し示す。

rguid

必要な入力デバイスを表す GUIDのの GUID は EnumDevices メソッドを通して取得さ
れるか、あるいはあらかじめ定義されている GUIDの
lplpDirectInputDevice

正常に実行される場合、 IDirectInputDevice インターフェイス・ポインタを指し示す。

punkOuter

OLEのの
場合は 0の 0 を渡す。

返値

COMのの
DI_OK = S_OK: 操作は正常終了した。

DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG: ppvOut パラメータは有効なポイン
タでない。

DIERR_OUTOFMEMORY = E_OUTOFMEMORY: メモリが不足している。

DIERR_NOINTERFACE = E_NOINTERFACE: の
DIERR_DEVICENOTREG: デバイス・インスタンスが、DirectInput で登録されてい
るデバイスに相当しない。

IDirectInput::EnumDevices XE "IDirectInput\:\:EnumDevices" §

HRESULT EnumDevices(

LPDIRECTINPUT lpDirectInput,

DWORD dwDevType,

LPDIENUMCALLBACK 
lpCallback,

LPVOID pvRef,
DWORD dwFlags);

コンピュータに現在接続されているか、あるいは接続可能なデバイスを列挙する。たとえ
ばフライト
・スティックをシステムにインストールしたが現時
点ではコンピュータに接‘‚ていないといった場合が
あるため、接続されているデバイスだけを列挙する
かインストールされているデバイスすべ‚‚

—‹TACHEDONLY‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚
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ƒƒƒƒƒƒƒ‚’‹‚‚ƒƒƒƒƒŠ‚lpCallbackƒƒƒƒ‚IDirectInput::EnumDevices‚“‚
‚‚‚‚Š‚
—‹‚‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚‘‚‚Œ‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚‚‚•GUID とそののの DirectInput

‚‚ƒƒƒ‚DirectInput‚‚ƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚—‹‚‚‚‚‚

lpDirectInput

‚‚ƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒ‚指し示す。
dwDevType

ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ0‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚—‹‚‚‚‚‚‚‚‚‚DIDEVTY
PE_*値となり、列挙さ
‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚‚‚ƒƒƒ‚DirectInput‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒ‚‚‚—‹‚‚‚
lpCallback
ŠDirectInputƒƒƒƒ‚‹‚‚‚‚Œ‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ’‹ƒƒƒƒƒŠ‚Ž‚Ž‚

BO
OL CALLBACK 
DIEnumDevicesProc(
LPDIDEVICEINSTANCE lpddi,
LPVOID pvRef)

lpddi
‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‹‚‚‘‘‚Ž‚Ž‚
pvRef
EnumDevices‚—‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ

ƒƒ 定義データを指し示す。

pvRef

呼び出されるたびに列挙コールバックへ渡される、呼び出し側に
より定義された 32‚‚‚‚‚‚

DIEDFL_ATTACHEDONLƒƒƒƒ‚•‚‚‚ƒƒ‚‚‚‚‚‚Œ‚‚‚

DI_OK = S_OK: ‘‚—‚‚ƒƒƒƒƒ‚“中で列挙を中止した場合、列挙は正常終了
したと見なされることに注意。

DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG:   fl パラメータに無効なフラグが
あったか、あるいはコールバックが無効なステータス・コードを返した。

IDirectInput::GetDeviceStatus XE "IDirectInput\:\:GetDeviceStatus" §

HRESULT GetDeviceStatus(
LPDIRECTINPUT lpDirectInput,
REFGUID rguidInstance);

のDirectInput‚続されているかをチェックする。デバイスが接続されている場合には OK を、さ
‚‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒ‚Žƒƒ‚Ž•‚‚
•’



COMƒƒƒƒ‚•‚ˆ‰‚ƒƒƒƒ‚•‚‚‚ƒƒ‚‚‚‚‚‚Œ‚‚‚
DI_OK = S_OK: ƒƒƒƒ‚‘‚‚‚‚‚

DI_NOTATTACHED = S_FALSE: ƒƒ イスは接続されていない。

E_FAIL:  デバイスが接続されているかを DirectInput は確定できなかった。

DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG:  デバイスは存在しない。

IDirectInput::Initialize XE "IDirectInput\:\:Initialize" §

HRESULT Initialize(

LPDIRECTINPUT lpDirectInput, 

HINSTANCE hinst, 

DWORD dwVersion);

DirectInput オブジェクトを初期化する。DirectInput オブジェクト・デバイスが作成され
ると DirectInputCreate メソッドが自動的に初期化を行うため、通常はアプリケーションか
らこの関数を呼び出す必要はない。

hinst

DirectInputƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚DLLのƒƒƒƒ

dwVersion

Ž—
‚‚‚dinput.hƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ”‚‚’‚DIRECTINPUT_VERSION‚‚‚‚‚‚‚‚‚

DirectInput‚‚‚’‚—のの DirectInput に対してアプリケーションま
たは DLLの
返値
COMの の

DI_OK = S_OK: デバイスは接続されてい
る。
DIERR_DIERR_OLDDIRECTINPU
TVERSION: DirectInputの
DIERR_DIERR_BETADIRECTINPU
TVERSION: サポート外である
DirectInput ベータ・バージョ ƒ‚

‘‚てアプリケーションが書かれていた。

IDirectInput::QueryInterface XE "IDirectInput\:
\:QueryInterface" §

HRESULTVOID FAR* ppvObj);
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IDirectInput‚Œ‚‚IUnknownƒƒƒƒƒƒƒ‚ˆ•ƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž—
‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚–‚‚‚‚‚‚‚—‚‚–
‚‚‚‚“’‚COMƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚’‚‚Ž
—‚Ž‚ることができる。必要なインターフェイスがサポートされている場合、アプリケーションの ppvObjの
場合は、Release を呼び出‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‰•‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚‚‚Š‘‚‚‚‚—
‚‹”‚“Š‚‚‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒ‚Š’‚‚‚‚‚‚‚‚OLEƒƒƒƒƒ‚IUnknown:
:QueryInterface‚Ž‚‚‚‚

lpDirectInput

‚‚ƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚Ž‚

riid

•—‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž•‚‚ƒƒƒƒƒƒƒŽ•Ž(IID)‚Ž‚Ž‚

ppvObj

–‚‚‚‚‚Ž‚‚‚•‚‚‚ƒƒƒƒƒ イス・ポインタが代入される位置を指し示す。
返値
DI_OK
DIERR_INVALIDPARAM
DIERR_NOINTERFACE

IDirectInput::Release XE "IDirectInput\:
\:Release" §
DtInput‚Œ‚‚IUnknownƒƒƒƒƒƒƒ‚ˆ•Š˜‚‚‚COMƒƒƒƒƒƒ‚Žƒƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚‚—
‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚Žƒƒƒƒ‚1‚ƒƒƒ‚‚‚AddRef‚Œ‚‚‚‚‚‚‚Žƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ
ƒƒƒ‚‚Release‚Œ‚‚‚‚‚‚‚Žƒƒƒƒ‚ƒƒ リメントされる。参照カウントが 0 になると、その OLE マニュアルの 

lpDirectInput
こ‚ƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚Ž‚

•’

‚‚Žƒƒƒƒ‚Š‚DWORD‚‚•’‚ƒƒƒƒ—“‚‚‚Ž—‚‚‚‚‚‚’ˆ

IDirectInput::RunControlPanel XE "IDirectInput\:\:RunControlPanel" §

HRESULT RunControlPanel(

LPDIRECTINPUT 
lpDirectInput,

HWND hwndOwner,
DWORD dwFlags);

ユーザが新たな入力デバイスをインストールしたりセットアップを修正したりできるよう、
WindowsのDirectInputƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚‚‚‚‚—‚‚‚‚ƒ‚された DirectInput オブ
ジェクトを指し示す。

hwndOwner



の UI に対する親ウィンドウとして用いられるウィンドウ・ハンドルを識別する。
NULL は親ウィンドウが存在しないことを示す。

dwFlags

現時点ではフラグは定義されていない。こ パラメータはの 0 でなければならない。

返値

COMのの
DI_OK = S_OK: デバイスは接続されている。

IDirectInputDevice XE "IDirectInputDevice" §
IDirectInputce::Acquire XE "IDirectInputDevice\:\:Acquire" §
HRESULT Acquire(

LPDIRECTINPUTDEVICE lpDirectInputDevice);

のGetDeviceState または GetDeviceData を呼び出す前に、デバイスを認識しておかなけ
ればならない。デバイス認識には参照カウントが存在せず、デバイスが二度認識されて一度解
放された場合ƒƒƒƒ‚解放された状態になる。

lpDirectInputDeviceの ƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚Ž‚

•’
COMƒƒƒƒ‚•‚ˆ‰‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚’ˆ‚‚‚‚
DIERR_INPUTLOST: ƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒ‚—‚‚‚‚‚‚‚
DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG:  ƒƒƒƒ‚‘‘‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒŒŽ‚‚‚‚

IDirectInputDevice::AddRef XE "IDirectInputDevice\:\:AddRef" §

DWORD AddRef(LPDIRECTINPUTDEVICE lpDirectInputDevice);

IDirectInputDevice が継承する IUnknown インターフェイスの一部。関連のある COM
オブジェクトの参照カウントを増やすために用いられる。オブジェクトが最初に作成される際
に、参照カウントは 1にセットされる。AddRefが呼び出されるたびに参照カウントはイン
クリメントされ、Release が呼び出されるたびに参照カウントはデクリメントされる。参照カ

lpDirectInputDevice

‚‚ƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚Ž‚

•’

‚‚Žƒƒƒƒ‚Š‚DWORD

IDirectInputDevice::GetCapabilities XE "IDirectInputDevice\:
\:GetCapabilities" §

HRESULT GetCapabilities(
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LPDIRECTINPUTDEVICE lpDirectInputDevice,
LPDIDEVCAPS lpDIDevCaps);

“—ƒƒƒƒ‚•‚Ž“‚‚

lpDirectInputDevice

‚‚ƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚Ž‚。
lpDIDevCapsのDIDEVCAPSのの
dwSize フィールドで指定しておかなければならない。
参照　 DIDEVCAPS
返値
COM エラーコードを返す。以下 エラーコードは返されるコードの すべてのの とは限らな
い。
DI_OK = S_OK: 操作は正常終了した。
DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG:  lpDIDevCaps パラメータ
が有効なポインタではない。

IDirectInputDevice::GetDeviceData XE "IDirectInputDevice\:
\:GetDeviceData" §
HRESULT GetDeviceData(

LPDIRECTINPUTDEVICE  
lpDirectInputDevice,

DWORD cbObjectData, 

LPDIDEVICEOBJECTDATA rgdod, 

LPDWORD pdwInOut,
DWORD ‹’ƒƒƒ‚SetDataFormat‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚Acquire‚ƒƒƒƒ‚”Ž‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚

lpDirectInputDevice
‚‚ƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚Ž‚

cbObjectData

DIDEVICEOBJECTDATA のの
rgdod

のDIDEVICEOBJECTDATA の*pdwInOut 要素で構成されていなければならない。

のNULL 場合、バッファ・データの はどこにも格納されないが、それ以外 動作は行われの
pdwInOut

最初は rgdodにより指し示される配列の 要素数。呼び出し後は実際に得られた要素数。
fl

ƒƒŽ“‚•–‚Œ‚‚ƒƒƒ0‚‚‚‚ˆ‰‚ƒƒƒ‚‚‚

DIGDD_PEEK: ƒƒƒƒ‚‚–
‚‚‚‚Œ‘‚GetDeviceData‚“‚ƒƒ‚“‚Ž‚’‚ƒƒ‚“‚Ž‚‚‚Œƒƒƒƒ‚‚‚‚‚

•’

DI_OK = S_OK: すべてのデータは正常に取得された。データが取得されたか、またどのの



DI_BUFFEROVERFLOW = S_FALSE: 
ƒƒ‚‚Ž“‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚•‚‚‚‚‚‚‚ƒƒ‚‚‚‚‚Ž‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚Ž“‰‚‘‚‚‚a‚‚Œ‚‚‚‚‚‚•‚‚‚
‚‚ƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚’ˆ

DIERR_NOTACQUIRED: ƒƒƒƒ‚”Ž‚‚‚‚‚‚

DIERR_INPUTLOST:  ƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒ‚’’‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚”Ž‚‚‚‚‚‚‚‚‚

DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG:  –Œ‚ƒƒ メータが存在した。

例

の10 個のバッファ・データ要素を読み取り、読み取り後デバイス・バッファからそれらを削
除する。

DIDEVICEOBJECTDATA rgdod[10]; 

DWORD dwItems = 10; 

hres = IDirectInputDevice_GetDeviceData( 
pdid, 

sizeof(DIDEVICEOBJECTDATA), 
rgdod, 

&dwItems, 

0); 

if (SUCCEEDED(hres)) { 

// ƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒ‚れた
// dwItems = フラッシュされた要素数

if (hres == DI_BUFFEROVERFLOW) { 
// ƒƒƒƒ‚ƒ–‚•‚‚‚

dwItems = INFINITE;
hres = IDirectInputDevice_GetDeviceData(

pdid,

sizeof(DIDEVICEOBJECTDATA),

NULL,

&dwItems,

0);

if (SUCCEEDED(hres)) {

// バッファは正常にフラッシュされた．

// dwItems = フラッシュされた要素数

if (hres == DI_BUFFEROVERFLOW) {

// バッファがオーバーフローした。
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}

}

rgdod にNULLを渡して項目数として無限大を指定
し、デバイス・バッ ƒƒ‚‚ƒ‚‚“‚‚‚‚‚‚の
dwItems = INFIata(

pdid,

sizeof(DIDEVICEOBJECTDATA),

NULL,

&dwItems,

DIGDD_PEEK);

if (SUCCEEDED(hres)) {

// dwItems = バッファの 要素数

if (hres == DI_BUFFEROVERFLOW) {

// ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚‹‚‚‚
// ‚‚‚‚ƒƒ‚‚ƒƒ‚‚‚–‚‚‚‚‚‚“‚‚‚‚‚‚

dwItems = 0;
hres = IDirectInputDevice_GetDeviceData(

pdid,

sizeof(DIDEVICEOBJECTDATA),

NULL,

&dwItems,

0);

if (hres == DI_BUFFEROVERFLOW) {

// の
}

IDirectInputDevice::GetDeviceInfo XE "IDirectInputDevice\:\:GetDeviceInfo" §

HRESULT GetDeviceInfo(

LPDIRECTINPUTDEVICE lpDirectInputDevice,



LPDIDEVICEINSTANCE pdidi) 

デバイス 識別情の 報を取得する。

パラメータ

lpDirectInputDevice

のDirectInput デバイス・オブジェクトを指し示す。

pdidi

デバイス 識別情報を受け取る。この メソッドを呼び出す前に、呼びのの 出し側は
DIDEVICEINSTANCE の dwSizeƒƒƒƒ‚Š‰‚‚‚‚‚‚‚‚‚

•’

COMƒƒƒƒ‚•‚ˆ‰‚ƒƒƒƒ‚•‚‚‚ƒƒ‚‚‚‚‚‚Œ‚‚‚

DI_OK = S_OK: 操作は正常に終了した。

DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG: 
‚‚‚ˆ‚ƒƒƒƒ‚–Œ‚‚‚‚

IDirectInputDevice::GceState(
LPDIRECTINPUTDEVICE lpDirectInputDevice,
DWORD cbData, 
LPVOID lpvData);

DirectInputƒƒƒƒ‚‚‘Žƒƒ‚Ž“‚‚
ƒƒƒƒƒƒŽ“‚‘‚SetCooperativeLevel‚‹’ƒƒƒ‚SetDataFormat‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚Acquir
e‚ƒƒƒƒ‚”Ž‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚
lpDirectInputDevice
‚‚ƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚Ž‚

cbData

lpvDataのの
lpvData

デバイス 現在の 状態を受け取る構造体を指しのの 示す。データ フォーマットは、あらかの じめ
SetDataFormat を呼び出すことで決められる。

返値

COM エラーコードを返す。以下 エラーコードは返されるコードの すべのの てとは限らない。

DI_OK = S_OK: 操作は正常に終了した。

E_PENDING: の(たとえば USB ジョイスティック)、デバイスがオンになる時刻とデバイ
スがデータを送信し始める時刻の間に待ち時間を要するも がある。この ウォームアップ時間中のの、
GetDeviceState は E_PENDING を返す。データが利用可能になると、イベント通知ハン
ドルにシグナルが送られる。
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DIERR_NOTACQUIRED: デバイスが認識されていない。

DIERR_INPUTLOST:  デバイスへのアクセスが中断された。アプリケーションはデバイ
スを再認識しなければならない。

DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG:  lpvData の SetDataFormat 呼
び出しでセットされたデータサイズと cbData パラメータとが一致しない。

IDirectInputDevice::GetObjectInfo XE "IDirectInputDevice\:\:GetObjectInfo" §

HRESULT GetObjectInfo(

LPDIRECTINPUTDEVICE lpDirectInputDevice,

LPDIDEVICEOBJECTINSTANCE pdidoi, 

DWORD dwObj, 

DWORD dwHow) 

オブジェクトに関する情報を得る。
lpDirectInputDevice

‚‚ƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚Ž‚

pdidoi

ƒƒƒƒƒƒ‚Š‚‚•‚Ž‚Ž‚‚の
Œ‚‚‘‚DIDEVICEOBJECTINSTANCE‘‘‚dwSizeƒƒƒƒ‚Š‰‚‚‚‚‚‚‚‚‚

dwObj

ƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚Ž•‚‚

dwHow

dwObj‚‰Ž•–‚Ž•‚‚

ŽDIPROPHEADER

•’

COMƒƒƒƒ‚•‚ˆ‰‚ƒƒƒƒ‚—“‚‚‚‚ˆの
DI_OK = S_OK: 操作は正常‚—‚‚

DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG: –Œ‚ƒƒƒƒ‚‘‚‚

DIERR_OBJECTNOTFOUND:  Ž’‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚‚

IDirectInputDevice::GetProperty XE "IDirectInputDevice\:\:GetProperty" §

HRESULT GetProperty(



LPDIRECTINPUTDEVICE lpDirectInputDevice,

REFGUID rguidProp,
LPDIPROPHEADER pdiph);

入力デバイスに関する情報を取得する。いくつかの プロパティはIDirectInputDevice::SetProperty メソッドの 呼び出しでセットされる。それ以外
は読み出し専用である。IDirectInputDevice::SetProperty メソッドの セット可能なプロパティの リストを参照すること。
lpDirectInputDevice
こ メンの バが呼び出された DirectInput デバイス・オブジェクトを指し示す。
rguidProp
取得されるプロパティの識別子。あらかじめ定義されている DIPROP_*のGUIDの
(C++を使用する場合は参照) 。
以下 プロパティが入力デバイスの に対してあらかじめ定義されている。
DIPROP_AXISMODE
DIPROP_BUFFERSIZE
DIPROP_GRANULARITY
DIPROP_RANGEののののの
pdiph
プロパティに依存する構造体の DIPROPHEADER 部を指し示す。
返値
COMのの
DI_OK = S_OK: 操作は正常に終了した。
DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG:  pdiphƒƒƒƒ‚—Œ‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚dwHowƒƒƒƒ‚–
Œ‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚‚
DIERR_UNSUPPORTED = E_NOTIMPL:ƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚
—
ˆ‰‚CŒŒƒƒ‚ˆ•‚DIPROP_BUFFERSIZEƒƒƒƒƒ‚’‚Ž“•–‚Ž‚‚‚‚

DIPROPDWORD dipdw;
HRESULT hres;
dipdw.diph.dwSize = sizeof(DIPROPDWORD);
dipdw.diph.dwHeaderSize = sizeof(DIPROPHEADER);

dipdw.diph.dwObj  = 0;                   // の
dipdw.diph.dwHow = DIPH_DEVICE;

hres = IDirectInputDevice_GetProperty(pdid, DIPROP_BUFFERSIZE, 
&dipdw.diph);

if (SUCCEEDED(hres)) {

// dipdw.dwData にプロパティの 値が入る

}

IDirectInputDevice::EnumObjects XE "IDirectInputDevice\:\:EnumObjects" §

HRESULT EnumObjects(

LPDIRECTINPUTDEVICE lpDirectInputDevice,

LPDIENUMDEVICEOBJECTSCALLBACK lpCallback, 
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LPVOID pvRef, 

DWORD fl);

入力デバイスにおいて利用可能な入力ソース(軸、ボタンなど)を列挙する。

lpDirectInputDevice

のDirectInput デバイス・オブジェクトを指し示す。

lpCallback

DirectInputDevice オブジェクトを受け取るアプリケーションにより定義されたコールバッ
ク関数を指し示す。

BOOL CALLBACK DIEnumDeviceObjectsProc(

LPCDIDEVICEOBJECTINSTANCE lpddoi, 

LPVOID pvRef);

pvRef

コールバックに対する参照データ(コンテキスト)。

fl

列挙されるオブジェクトのタイプを指定するフラグ。データ・フォーマット・タイプの組み合
わせであることもある。DirectInput データ・フォーマット・タイプを参照すること。

返値

COMのの
DI_OK = S_OK: 操作は正常に終了した。コールバックが途中で列挙を中止した場合、列挙
は正常終了したと見なされることに注意。

DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG:   fl パラメータに無効なフラグが
あったか、あるいはコールバックが無効なステータス・コードを返した。

IDirectInputDevice::Initialize XE "IDirectInputDevice\:\:Initialize" §

HRESULT Initialize(

LPDIRECTINPUTDEVICE lpDirectInputDevice, 

HINSTANCE hinst, 

DWORD dwVersion,

REFGUID rguid);



DirectInputDevice オブジェクトを初期化する。
こ メソッドが正常に実の ‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‘‚•’‚‚‚‚Œ‚‚‚‚‘‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚Ž—
‚‚‚‚“Š‰‚•—‚‚‚‚‚‚’ˆ

IDirectInput::CreateDeviceƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚Ž““‚‚‚‚Š‰
‚‚‚‚’‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚Š‚Œ‚‚•—‚‚‚

lpDirectInputDevice

‚‚ƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚Ž‚

hinst

DirectInputDeviceƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚DLL‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒDirectIn
put‚‚‚’‚—‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚DLL‚”‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚’‚

dwVersion

Ž—‚‚‚dinput.h ヘッダファイル バージョン番号。この 値のの
‚DIRECTINPUT_VERSION‚‚‚‚‚‚‚‚‚

DirectInput‚‚‚’‚—
‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚DirectInput‚‘‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚DLL‚Œ‚‚‚‚‚‚Š’‚‚

rguid

ƒƒƒƒƒƒƒ‚Š˜‚‚‚ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚Ž•‚‚IDirectInput::Enum
Devicesƒƒƒƒ‚—
‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒGUID‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚’‚‚‚‚‚‚‚
•’
COMƒƒƒƒ‚•‚ˆ‰‚ƒƒƒƒ‚•‚‚‚ƒƒ‚‚‚‚‚‚Œ‚‚‚
DI_OK = S_OK: デ ƒƒƒ‚‘‚‚‚‚‚

DIERR_DIERR_OLDDIRECTINPUTVERSION: DirectInputの

DIERR_DIERR_BETADIRECTINPUTVERSION: 
ƒƒƒŠ‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚ƒƒƒƒƒ ョンが書かれていた。

S_FALSE: ƒƒƒƒ‚rguid‚“‚‚‚ƒƒƒƒƒƒGUID‚‚‚‚Š‰‚‚‚‚‚

DIERR_ACQUIRED: ƒƒƒƒ‚”Ž‚‚‚‚‚‚Š‰‚‚‚‚‚‚

IDirectInputDevice::QueryInterface XE "IDirectInputDevice\:
\:QueryInterface" §

HRESULT QueryInterface(

LPDIRECTINPUTDEVICE lpDirectInputDevice,

REFIID riid,

LPVOID FAR* ppvObj);
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IDirectInputDevice が継承する IUnknown インターフェイスの 一部。アプリケーションが使用しようとしているインターフェイ
スをそ オブジェクトがサの ポートしているかどうか問い合わせる
ために用いる。問い合わせた特定の COM インターフェイスを
オブジェクトがサポートしている場合、アプリケーションはその
インターフェイスを直ちに使用し始めることができる。必要なイ
ンターフェイスがサポートされている場合、アプリケーションの
ppvObj パラメータにポインタが返される。アプリケーション
がそのインターフェイスを使用しないか、あるいは使用を終了し
た場合は、Release を呼び出してインターフェイスを解放し

lpDirectInputDevice
‚‚ƒƒƒ‚Œ‚bj
–‚‚‚‚‚Ž‚‚‚•‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‘“‚‚‚ˆ’‚Ž‚Ž‚
•’
DI_OK
DIERR_INVALIDPARAM
DIERR_NOINTERFACE

IDirectInputDevice::Release XE "IDirectInputDevice\:\:Release" §

DWORD Release(LPDIRECTINPUTDEVICE lpDirectInputDevice);

IDirectInputDevice が継承する IUnknownのの COM オブジェクトの参照カウント
を減らすために用いられる。オブジェクトが最初に作成されるとき、参照カウントは 1 に
セットされる。AddRef が呼び出されるたびに参照カウントはインクリメント
‚‚Release‚Œ‚‚‚‚‚‚‚Žƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚Žƒƒƒƒ‚0‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‰•‚‚‚
‚‚‚‚‚、OLE マニュアルの IUnknown::QueryInterface‚Ž‚‚‚‚

lpDirectInputDevice

‚‚ƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒ ジェクトを指し示す。
返値
新たな参照カウントを含む DWORDの
IDirectInputDevice::RunControlPanel XE "IDirectInputDevice\:
\:RunControlPanel" §
HRESULT RunControlPanel(

LPDIRECTINPUTDEVICE 
lpDirectInputDevice,

HWND hwndOwner,
DWORD dwFlags);

の
コントロールパネルが起動される。
lpDirectInputDevice
こ メンバがの 呼び出された DirectInput デバイス・オブジェクトを指し示す。
hwndOwnerのUI に対するƒƒƒƒƒ‚‚‚—‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž•‚‚NULL‚ƒƒƒƒƒ‚‘‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚•‚‚‚ƒƒ‚‚‚‚‚‚Œ‚‚‚
DI_OK = S_OK: ‘‚‚—‚‚



IDirectInputDevice::SetCooperativeLevel XE "IDirectInputDevice\:\:SetCooperativeLevel" §
HRESULT SetCooperativeLevel(

LPDIRECTINPUTDEVICE lpDirectInputDevice, 

HWND hwnd, 

DWORD dwFlags);

のののののの
システム・マウスが排他モードで認識されている場合、デバイスが解放されるまでマウス・
カーソルがスクリーンから見えなくなることに注意。

Acquire でデバイスを認識する前に、この‚‚‚‚‚‚

hwnd

ƒƒƒƒ‚Š˜‚‚ƒƒƒƒƒ 
DISCL_FOREGROUNDƒƒƒ‚“‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚NULLˆŠ‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚
ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚い。DirectInput デバイスにおい‚ƒƒƒƒƒ‚‚‚Š‚ƒƒƒƒƒ‚•‚‚‚ƒƒ‚‚‚

dwFlags

ƒƒƒƒ‚Š˜‚‚‹’ƒƒƒ‚‹‚‚ƒƒƒ

DISCL_*ƒƒƒ‚‚‚‚‚•“•‰‚‚‚‚‚

•’

COMƒƒƒƒ‚•‚ˆ‰‚ƒƒƒƒ‚•‚‚‚ƒƒ‚‚‚‚‚‚Œ‚‚‚

DI_OK = S_OK: ‘‚‚—‚‚

DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG: hwndƒƒƒƒ‚–
Œ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚–Œ‚ƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒ‚‘‚‚‚‚“‚‚‚

IDirectInputDevice::SetDataFormat XE "IDirectInputDevice\:
\:SetDataFormat" §
HRESULT SetDataFormat(

LPDIRECTINPUTDEVICE 
lpDirectInputDevice,

LPCDIDATAFORMAT lpdf);
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DirectInput デバイスに対するデータ・フォーマットをセッ
トする。データ・フォーマットはデバイスが認識される前にセッ
トする必要がある。データ・フォーマットの セットはただ一度だけでなければならない。データ・フォーマットはデバ
イスが認識されている間は変更することができない。データ・フォーマットの セットに失敗すると、データ・フォーマット情報はすべて失われる。その
ためデバイスが認識される前に有効なデータ・フォーマットを
セットしておかなければならない。アプリケーションは通常、あ
らかじめ定義されているデータ・フォーマットである
c_dfDIMouse または c_dfDIKeyboard‚‚‚‚‚‚—‚‚

lpDirectInputDevice
‚‚ƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚DirectInƒƒƒ‚•‚ˆ‰‚ƒƒƒƒ‚Ž—‚Ž‚‚‚‚ˆ‚‚‚‚•‚‚‚ƒƒ‚‚‚‚‚‚Œ‚‚‚
DI_OK = S_OK: ‘‚‚—‚‚
DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG: lpdfƒƒƒƒ‚—Œ‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚

DIERR_ACQUIRED: ƒƒƒƒ‚”Ž‚‚‚‚‚Š‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚•‚‚‚‚ができない。 

IDirectInputDevice::SetEventNotification XE "IDirectInputDevice\:
\:SetEventNotification" §

HRESULT SetEventNotification(

LPDIRECTINPUTDEVICE lpDirectInputDevice,

HANDLE Event);

の
IDirectInputDevice オブジェクトがすでに選択しているイベントに対し CloseHandle を
呼び出すとエラーになる。そのため、イベント・ハンドルを閉じる前に、hEvent パラメータ
を NULL にセットして IDirectInputDevice::SetEventNotification を呼び出さなければ
ならない。

デバイスが認識されている間はイベント通知ハンドルを変更することはできない。

のWin32ののWin32 ウェイト関数を用いる際 情報についの ては、Win32 SDK および関連 マニュアルを参の
照すること。

lpDirectInputDevice

のDirectInput デバイス・オブジェクトを指し示す。

hEvent

ののDirectInput はデバイス 状態が変化するときの にハンドルを SetEvent する。

手動リセット・イベントのハンドルを作成するには、 CreateEvent 関数を用いる。イベ
ントを自動リセット・イベントとして作成した場合、ウェイト時間を過ぎるとOSが自動
的にイベントをリセットする。イベントを手動リセット・イベントとして作成した場合、
ResetEvent を Œ‚‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚–



Š‚‚‚DirectInput‚ƒƒƒƒ’’ƒƒƒƒ‚“‚‚‚‚ResetEvent‚Œ‚‚‚とはしない。ほとんど
‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒ‚Ž“ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚

hEvent‚NULL‚’’‚•‰”‚‚‚ 

•’

COMƒƒƒƒ‚•す。以下 エラーコードは返さの ‚‚ƒƒ‚‚‚‚‚‚Œ‚‚‚

DI_OK = S_OK: ‘‚‚—‚‚

DIERR_ACQUIRED: 
IDirectInputDeviceƒƒƒƒƒƒ‚”Ž‚‚‚‚‚IDirectInputDevice::Unacquire を呼び出の

DIERR_HANDLEEXISTS: 
IDirectInputDeviceƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒ’’ƒƒƒƒ‚‚‚‚‘‚‚
DirectInp

E_INVALIDARG: ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚
—
ƒƒƒƒ‚ŒŽ“‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒ‚‚

dwResult = WaitForSingleObject(hEvent, 0);

if (dwResult == WAIT_OBJECT_0) {

// イベントがセットされた

// イベントが自動リセットとして作成された場合、

// それもまたリセットされる

}

のの(特に Windows メッセージ)に対して応答しないからである。

dwResult = WaitForSingleObject(hEvent, INFINITE);

if (dwResult == WAIT_OBJECT_0) {

// イベントがセットされた

// イベントが自動リセットとして作成された場合、

// それもまたリセットされる

}
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メッセージ・ベースでイベントをふたつ用いているアプリケーションの典型的なメッセージ・
ループが次の例である。

HANDLE ah[2] = { hEvent1, hEvent2 };

while (TRUE) {

dwResult = MsgWaitForMultipleObjects(2, ah, FALSE,
INFINITE, QS_ALLINPUT);

switch (dwResult) {

case WAIT_OBJECT_0:

// ƒƒƒƒ1 がセットされた
// イベントが自動リセットとして作成

された場合、
// それもまたリセットされる
ProcessInputEvent1();
break;

case WAIT_OBJECT_0 + 1:

// ƒƒƒƒ2‚ƒƒƒ‚‚‚
// ƒƒƒƒ‚Ž“ƒƒƒƒT_0 + 2:
// Windowsƒƒƒƒ‚Ž‚Ž‚‚
// ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚—‚‚
while(PeekMessage(&msg, NULL, 0, 0, PM_REMOVE)){

if (msg.message == WM_QUIT) {
goto exitapp;

}

TranslateMessage(&msg);

DispatchMessage(&msg);

}

break;

default:

// 予期しないエラー

Panic();

break;

}



}

メッセージ・ベースでないアプリケーションでイベントをふたつ用いている場合の典型的なア
プリケーション・ループが次の例である。

HANDLE ah[2] = { hEvent1, hEvent2 };

DWORD dwWait = 0;

while (TRUE) {

dwResult = MsgWaitForMultipleObjects(2, ah, FALSE,  
dwWait, QS_ALLINPUT);

dwWait = 0;

switch (dwResult) {

case WAIT_OBJECT_0:

// ƒƒƒƒ1‚ƒƒƒ‚‚‚

// ƒƒƒƒ‚Ž“ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚

// ‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚

ProcessInputEvent1();

break;

case WAIT_OBJECT_0 + 1:

// ƒƒƒƒ2‚ƒƒƒ‚‚‚

// ƒƒƒƒ‚Ž“ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚

// ‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚
ProcessInputEvent2();
break;

case WAIT_OBJECT_0 + 2:
// Windows メッセージを受け取った
// メッセージがなくなるまで処理を行

う

while(PeekMessage(&msg, NULL, 0, 
0, PM_REMOVE)){

if (msg.message == WM_g);

DispatchMessage(&msg);

}
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break;

default:

// 待っている入力やメッセージは存在しない

// の
// のの ƒƒ‚‘‚‚

// “—‚ƒƒƒƒ‚–Œ‚‘‚‘‚‚‚‚ŽŽ‚‚

if (!DoGame()) {
 "IDirectInputDevice\:\:SetProperty" §
HRESULT SetProperty(

LPDIRECTINPUTDEVICE lpDirectInputDevice,
REFGUID rguid,

LPCDIPROPHEADER pdiph);

デバイス 挙動を定義するプロパテの ィをセットする。セット可能なプロパティには入力バッ
ファ・サイズや軸モードなどがある。これら プロパティの現在値は、のの
IDirectInputDevice::GetProperty メソッドの呼び出しで取得できる。

lpDirectInputDevice

のDirectInput デバイス・オブジェクトを指し示す。

rguidProp

のDIPROP_*のGUIDの(C++の) 。
以下 プロパティが入力デバイスにの ‘‚‚‚‚‚‚‚’‹‚‚‚‚‚

DIPROP_AXISMODE

DIPROP_BUFFERSIZE

‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‘‘‚‚‚’‚‚Œ‚ƒ ロパティ記述を参照すること。
pdiph
プロパティに依存する構造体の DIPROPHEADER 部を指し示す。
返値
COM エラーコードを返す。以下 エラーコードは返されるコの ード すべてとは限らの な
い。
DI_OK = S_OK: 操作は正常に終了した。
DI_PROPNOEFFECT = S_FALSE: 操作は正常に終了したが無効である。たとえの
DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG:  pdiph パラメータが有効なポ
インタでないか、dwHow フィールドが無効か、あるいは dwHow が
DIPH_DEVICE にセットされていながら dwObj フィールドが 0 でない。
DIERR_OBJECTNOTFOUND:  指定されたオブジェクトが存在しない。



DIERR_UNSUPPORTED = E_NOTIMPL:デバイスまたはオブジェクトがプロパ
ティをサポートしていない。

IDirectInputDevice::Unacquire XE "IDirectInputDevice\:\:Uƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒ‚‰•‚‚
lpDirectInputDevice
‚‚ƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚Ž‚
•’

COMƒƒƒƒ‚•‚ˆ‰‚ƒƒƒƒ‚•‚‚‚ƒƒ‚‚‚てとは限らない。

DI_OK = S_OK: 操作は正常に終了した。

S_FALSE: オブジェクトは現在認識されていない。以前に入力を失ったためである可能性が
ある。これは正常コードであることに注意。

構造体 

DIDATAFORMAT XE "DIDATAFORMAT" § 

typedef struct {

    DWORD dwSize;

    DWORD dwObjSize;

    DWORD dwFlags;

    DWORD dwDataSize;

    DWORD dwNumObjs;

    LPDIOBJECTDATAFORMAT rgodf;

} DIDATAFORMAT;

IDirectInputDevice::SetDataFormat メソッドが、デバイスのデータ・フォーマットを
セットするのに用いる。通常はアプリケーションが DIDATAFORMAT 構造体を作成する
必要はなく、あらかじめグローバルとして定義されているデータ、 c_dfDIMouseあるいは
c_dfDIKeyboard のきる。

dwSize

DIDATAFORMAT の
dwObjSize

DIDATAOBJECTFORMAT‘‘‚ƒƒƒ

dwFlags

ƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‘‚‹‚‚ƒƒƒ

ˆ‰‚ƒƒƒ‚’‹‚‚‚‚‚

DIDF_RELAXIS: Ž‚‘‘ƒƒ‚ƒƒƒ‚‚。こ フラグをデータ・フォーマットでセットすることは、の  
IDirectInputDevice::SetProperty‚‰
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‚‚Ž‹‚Žƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚““‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚DIDF_ABSAXIS‚tProperty‚‰
‚‚Ž‹‚Žƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚““‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚DIDF_RELAXIS‚‘‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚
dwDataSize
ƒƒƒƒ‚•‚ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚’‚4‚”‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž’‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚dwOfs’‚‰‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚
dwNumObjs

rgodf”—‚おけるオブジェクト数。

rgodf

DIOBJECTDATAFORMATののの
ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚’’‚‚‚‚‚‚‚‹‚‚‚‚“‚‚‚‚‚‚ˆ‚‚•‚’‚‚‚‚‚‚‚‚‚“ˆ‚•‚2ƒ‚’‚‚‚‚‚‚r
godf はエラーとなる。

例 の2 軸（絶‘•‚’’‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚——‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚—
‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚

// ƒƒƒƒƒƒƒ‚ˆ‰‚‘‘‚—‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚“‚‚‚‰’‚‚

typedef struct MYDATA {

LONG  lX;                   // X 軸

LONG  lY;                   // Y 軸
BYTE  bButtonA;             // ボタン
BYTE  bButtonB;             // の
BYTE  bPadding[2];          // サイ

ズが dwordのい
} MYDATA;

// の
DIOBJECTDATAFORMAT rgodf[] = {

  { &GUID_XAxis,    FIELD_OFFSET(MYDATA, 
lX),       0,   DIDFT_AXIS | 
DIDFT_ANYINSTANCE, },

  { &GUID_YAxis,    FIELD_OFFSET(SET(MYDATA, bButtonA), 0, DIDFT_BUTTON | 
DIDFT_ANYINSTANCE, },
  { &GUID_Button,   FIELD_OFFSET(MYDATA, bButtonB), 0, DIDFT_BUTTON | 
DIDFT_ANYINSTANCE, },
};
#define numObjects (sizeof(rgodf) / sizeof(rgodf[0]))

DIDATAFORMAT df = {
sizeof(DIDATAFORMAT),       // ‚‚‘‘

sizeof(DIOBJECTDATAFORMAT), // オブジェクト・データ・フォーマットのサ
イズ

DIDF_ABSAXIS,               // 絶対軸座標

sizeof(MYDATA),             // デバイス・データサイズ



numObjects,                 // オブジェクト数

rgodf,                      // これで終わり

};

DIDEVCAPS XE "DIDEVCAPS" §

typedef struct {

    DWORD dwSize;

    DWORD dwDevType;

    DWORD dwFlags;
    DWORD dwAxes;

    DWORD dwButtons;

    DWORD dwPOVs;

} DIDEVCAPS;

IDirectInputDevice::GetCapabilitiesの
を•‚

dwSize

‘‘‚ƒƒƒ‚ƒƒƒ‚Ž’‚‚IDirectInputDevice::GetCapabilities‚Œ‚‚‘‚Š‰しなければ
ならない。

dwDevType

ƒƒƒƒƒƒƒŽ’Ž‚‚ƒƒƒƒ‚‹‚‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒƒ‹ƒƒ‚Ž‚‚‚‚ 

dwFlags

ƒƒƒƒ‚Š˜‚‚ƒƒƒˆ‰‚ƒƒƒ‚’‹‚‚‚‚‚

DIDC_ATTACHED: ƒƒƒƒ‚•—“‚‘‚‚‚‚‚

DIDC_POLLEDDEVICE: 
ƒƒƒƒ‚Š‚‚‹“Œ‚‚‚‚ƒƒƒƒŒ‚‚‚ƒƒ‚“‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚–
Ž“‚GetDeviceState‚Œ‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒ ァリングおよびイベント通知は効果がな‚ 

dwAxes

ƒƒƒƒ‚——‰”‚Ž‚‚Ž’‚‚

dwButtons

ƒƒƒƒ‚——‰”‚ƒƒƒ‚‚Ž’‚‚

dwPOVs

ƒƒƒƒ‚——‰”‚Ž 点コントロー ƒ‚‚Ž’‚‚DirectInputƒƒƒƒ3.0‚‚——‚‚‚‚

DIDEVICEINSTANCE XE "DIDEVICEINSTANCE" §

typedef struct {

    DWORD dwSize;
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    GUID guidInstance;

    GUID guidProduct;

    DWORD dwDevType;

    TCHAR tszInstanceName[MAX_PATH];

    TCHAR tszProductName[MAX_PATH];
} DIDEVICEINSTANCE;

IDirectInput::EnumDevices および IDirectInputDevice::GetDeviceInfo メソッ
ドにより用いられ、特定のデバイス・インスタンスに関する情報を返す。

dwSize
構造体 サイズをバイト数での 示す。
guidInstance
一意的な識別子で、デバイスのインスタンスを識別する。アプリケーションはこのインス
タンス GUID を設定ファイルに保存し、後に利用できる。インスタンス GUID はマシン
固有であり、あるマシンから得‚‚たインスタンス GUIDのの
GUID とは無関係である。
guidProduct
製品を識別する一意的な識別子。この識別子はデバイスの製造会社が定める。
dwDevType
デバイス・タイプ指定子。この フィールドの 記述については、DirectInput デバイス・タイプ記述コードを参照すること。
tszProductName[MAX_PATH]
製品 ニックネーム。たとえば、”の  Frobozz Industries SuperStick 5X"。
tszInstanceName[MAX_PATH]
”の Joystick 1"。

DIDEVICEOBJECTDATA XE "DIDEVICEOBJECTDATA" §
typedef struct {
    DWORD dwOfs;
    DWORD dwData;
    DWORD dwTimeStamp;
    DWORD dwSequence;
} DIDEVICEOBJECTDATA;

IDirectInputDevice::GetDeviceDataのの
dwOfs
データが通知されるオブジェクトの現在のデータ・フォーマットへのオフセット。言い換えると、
IDirectInputDevice::GetDeviceState を介してデータが得られたとき dwData が格
納された場所である。
あらかじめ定義され‚‚るデータ・フォーマットに対し、dwOfsの
デバイスがマウスとしてアクセスされている場合、DIMOFS_*の
デバイスがキーボードとしてアクセスされている場合、DIK_*’‚‚‚‚
ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚‘‘ƒƒƒƒƒ
dwData
ƒƒƒƒ‚‚“‚‚‚ƒƒ‚‚ƒƒ‚ƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚ˆ‘‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒ‚‚‚‚‚‚ŒŽ‚’’‚‚‚
DIDFT_AXIS: ƒƒƒƒ‚‘‘Žƒƒ‚‚‚‘‘Ž‰“‚’’‚‚‚ƒƒƒƒ‚‘Žƒƒ‚‚‚‘Ž•‚’’‚‚‚
DIDFT_BUTTON: dwData‚‰ˆƒƒƒ‚‚‚ˆ–‚Ž‚ƒƒƒ‚‰‚‚‚‚‰ˆƒƒƒ‚ˆƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚ƒƒƒ‚—‚‚‚‚ƒƒƒ‚‚‚
dwTimeStamp
ƒƒ•’ˆ‚“‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚Œ‚ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ 
GetTickCountƒƒƒƒŠ‚Œ‚‚‚“‚‚‚’‚‚‚‚50“‚ˆ‚‚‚‚‚’ˆ
dwSequence



‚‚ƒƒƒƒ‚DirectInput”‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒ‚‚‘‰‚‚”‚Š‚“‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ˆ‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒ‚ŽŒ
—“‚ƒƒ‚‚‚‚‚’‚ˆ‚‚‚Œ‚–‚‚‚‚‚‚‚”‚”Š‚‚‚‚’ˆ‚—‚‚ DISEQUENCE_COMPAREƒƒƒ‚—
‚‚‚‚”Š‚ˆ‘‚Ž‚‚‚‚‚‚‚‚

DIDEVICEOBJECTINSTANCE XE "DIDEVICEOBJECTINSTANCE" §
typedef struct {
    DWORD dwSize;

    GUID guidType;
    DWORD dwOfs;
    DWORD dwType;
    DWORD dwFlags;
    TCHAR tszName[MAX_PATH];

} DIDEVICEOBJECTINSTANCE;

IDirectInputDevice::EnumObjectsƒƒƒƒ‚‚‚—‚‚‚ƒƒƒƒ‚“’‚ƒƒƒƒƒƒ(Žƒƒƒ‚‚)
‚Š‚‚•‚ƒƒƒƒƒŠ‚•‚

dwSize
‘‘‚ƒƒƒ‚ƒƒƒ‚Ž‚‚‚‘‘‚‚‚‚‘“‚ƒƒƒƒ‚’‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚’‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚DirectInput 
3.0‚‚‚‚‚‚‚’‚sizeof(DIDEVICEOBJECTINSTANCE)‚‚‚—ƒƒƒƒ‚DirectInput‚‚‚‚‘‚‚’‚•‚‰”‚‚‚
guidType
ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚Ž‚Ž•Ž‚‚ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒ‚‚‚‘‚‚‚ˆ‰‚’‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚
GUID_XAxis: ƒƒƒƒƒ‚•Ž‚‚‚‚ƒƒƒ‚•ˆ“‚Ž‚‚‚‚‚‚
GUID_YAxis: ƒƒƒƒƒ‚’Ž‚‚‚‚ƒƒƒ‚’ˆ“‚Ž‚‚‚‚‚‚
GUID_ZAxis: ƒƒƒƒƒ‚‘Œ‚Ž‚‚‚‚ƒƒƒ‚Z—‚‰“‚Ž‚‚‚‚‚‚
GUID_Button: ƒƒƒ‚ƒƒƒ
GUID_Key: ƒƒƒ‚ƒ

‘‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Œ’‹‚‚‚‰”‚‚‚(‚‚‚‚GUID_FireGUID_ThrottleGUID_S
teeringWheel
dwOfs
‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚’’‚‚ƒƒ‚‚Œ—‚‚“‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ“‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚’‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚‚‚—
ˆ‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚’‚Ž—‚‚‚‚
dwType
ƒƒƒƒƒƒ‚‹‚‚ƒƒƒƒƒƒƒŽ’Žƒƒƒƒƒƒƒƒƒ(Žƒƒƒ‚‚)
‚‹‚‚DIDFT_*ƒƒƒ‚‘‚‚‚‚ˆƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ”‚“‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ”‚’
‚‚‚‚DIDFT_GETINSTANCEƒƒƒ‚—‚‚
dwFlags
ŒŽ“‚‚ƒƒƒ‚‰‚’‹‚‚‚‚‚‚
tszName[MAX_PATH]
ƒƒƒƒƒƒ‚–‚‚‚‚”X-Axis" ‚ “Right Shift"

DIMOUSESTATE XE "DIMOUSESTATE" §
typedef struct {
    LONG lX;
    LONG lY;
    LONG lZ;
    BYTE rgbButtons[4];
} DIMOUSESTATE;

IDirectInputDevice::GetDeviceStateƒƒƒƒ‚‚‚—
‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚ƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚”ƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚•‚c_dfDIMouseƒƒƒƒƒƒƒ‚“‚‚IDirectInputDevice::Se

tDataFormat‚Œ‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚”‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚

ƒƒƒ‚‘‘Žƒƒƒƒ‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚Ž‚‘Žˆ’‚’‚‘‘ˆ“‚—
Œ‚‚‚‚‚‚’ˆ‚‚Œ‰‘‚‘Žˆ’‚”Š‚‚‚‚‚‚‚‘Žˆ’‚’‚–ˆ–‚‚‚
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lX
ƒƒƒ‚xŽ‚Š‚‚•ƒƒƒƒ‚‘‘Žƒƒ‚‚‚ƒƒƒ‚xŽ•Œ‚•ˆƒƒƒƒ‚‘Žƒƒ‚‚‚ƒƒƒ‚xŽ•Œ‚‘ˆ’
lY
ƒƒƒ‚yŽ‚Š‚‚•ƒƒƒƒ‚‘‘Žƒƒ‚‚‚ƒƒƒ‚yŽ•Œ‚•ˆƒƒƒƒ‚‘Žƒƒ‚‚‚ƒƒƒ‚y•Œ‚‘ˆ’
lZ
ƒƒƒ‚zŽ‚Š‚‚•ƒƒƒƒ‚‘‘Žƒƒ‚‚‚ƒƒƒ‚zŽ•Œ‚•ˆƒƒƒƒ‚‘Žƒƒ‚‚‚ƒƒƒ‚zŽ•Œ‚‘ˆ’
ƒƒƒ‚zŽ‚‚‚‚‚‚‚’‚0‚‚‚
rgbButtons[4]
ƒƒƒ‚‘‚”—‘“‚‚ƒƒƒ‚‰‚‚‚‚‚ˆƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚

DIOBJECTDATAFORMAT XE "DIOBJECTDATAFORMAT" §
typedef struct {
    const GUID * pguid;

    DWORD dwOfs;

    DWORD dwType;

    DWORD dwFlags;
} 
DIOBJECTDATAFORMATƒƒƒ‚•‚DIOBJECTDATAFORMAT‘‘‚‚‚‚
Šƒƒƒƒƒƒ(Žƒƒƒ‚‚)‚‘‚‚‚‚‚‚‘‘‚“‚‚‚‚‚‚‚‚‘‘‚”—
‚IDirectInputDevice::SetDataFormat‚“‚‚‚DIDATAFORMAT‘‘‚Ž‚’‚ƒƒƒƒ
ƒƒƒ‚DIOBJECTDATAFORMAT‘‘‚”—‚‚‚•—‚‚‚‚‚‘‘‚‘‚設定があらかじめ
定義されている c_dfDIMouse または c_dfDIKeyboardの
pguid

軸、ボタンあるいは他の入力ソースに対する識別
Žƒƒƒƒƒƒƒ‚—‹‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚NULL‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚ˆ–
‚‚‚

dwOfs

“—ƒƒ‚‘‚るデータが格納されるデー
ƒƒƒƒƒ“‚‚ƒƒƒƒƒ‚Ž‚‚‚‚DWORDƒƒƒ‚ƒƒ‚‚‚‚‚4‚”‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚‘‚‚•‚‚‚‚
ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚’

dwType

ƒƒƒƒƒƒ‚‹‚‚ƒƒƒƒƒƒƒŽ’Ž‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ(Žƒƒƒ‚‚)
‚‹‚‚DIDFT_*ƒƒƒ‚‘‚‚‚‚ˆƒƒƒ‚‚ƒƒ ジェクト・インタンス番号が入る。データ・フォーマットを要求する際に、任意の インスタンスが許容されることを示すために、インスタンス部分をDIDFT_ANYINSTANCE にセットす
ることができる。
dwFlags
現時点ではフラグは何も定義されていない。こ フィールドはの 0 でなければならない。

例
次 オブジェクト・データ・フォーマット指定ではの 、DirectInput が最初の 利用可能な軸を選択し、値を
デバイス・データとしてオフセット 4 に DWORD で通知する。

DIOBJECTDATAFORMAT dfAnyAxis = {

0,                      // ƒƒƒƒƒƒ
4,             // 0‚‚‚‚‚‚‚‚‚

};



Ž‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒŽ’‚‚ƒƒƒƒ‚XŽ‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒ12‚DWORD‚Š”‚‚ƒƒƒƒ‚•‚XŽ‚‘‚‚
‚——‰”‚‚‚‚‘‘‚‚‚
DIOBJECTDATAFORMAT dfAnyXAxis = {

&GUID_XAxis,            // XŽ‚‚‚‚‚‚‚‚‚

12,                     // オフセット

DIDFT_AXIS | DIDFT_ANYINSTANCE, // の X 軸でもかまわない

0,                      // 0 でなければならない

};

次 オブジェクト・データ・の フォーマット指定では、 DirectInput が最初の 利用可能なボタンを選択し、その値の BYTEの 16 に通知する。

DIOBJECTDATAFORMAT dfAnyButton = {

0,                      // ワイルドカード
16,                     // オフセ ƒƒ

DIDFT_BUTTON | DIDFT_ANYINSTANCE, // ‚‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚

0,                      // 0 でなければならない
};

Ž‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒŽ’‚‚ DirectInput‚‚——
‰”‚ÒFire”ƒƒƒ‚‘‘‚‚‚’‚BYTE‚ˆƒ ットをデバイス・データとしてオフ
ƒƒƒ17‚’’‚‚

ƒƒƒƒ‚ÒFire”ƒƒƒ‚‘‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ•‰”‚‚‚

DIOBJECTDATAFORMAT dfAnyButton = {

&GUID_FireButton,       // ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ

17,                     // オフセット
DIDFT_BUTTON | 

DIDFT_ANYINSTANCE, // の
0,                      // 0 でなければならな

い
};

次 オブジェクト・データ・フォーマット指’‚の は、 デバイス ボタンの 0 をデバイス・
データとしてオフセット 18 に格納される BYTEの
デバイスにボタン 0 が存在しない場合、この データ・フォーマットはセット不可能である。
DIOBJECTDATAFORMAT dfButton0 = {

0,                      // ワイルドカード
18,                     // オフセット
DIDFT_BUTTON | 

DIDFT_MAKEINSTANCE(0), // ボタン 0
0,                      // 0 でなければならな

い
};

DIPROPDWORD XE "DIPROPDWORD" §
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typedef struct {
    DIPROPHEADER diph;
    DWORD dwData;
} DIPROPDWORD;

DWORDの
diphの
dwSize = (DIPROPDWORD)の
dwHeaderSize = (DIPROPHEADER)の
dwObj = オブジェクト識別子。
dwHow = dwObjの Ž•法。
dwData
SetProperty では、こ 構造体にはこの プロパのの ティにセットされる値が含まれる。
GetProperty では、こ 構造体はの プロパティ 値を受け取る。の
DIPROPHEADER XE "DIPROPHEADER" §
typedef struct {
    DWORD dwSize;
    DWORD dwHeaderSize;
    DWORD dwObj;
    DWORD dwHow;

} DIPROPHEADER;

‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ‘‘‚“‚’‚‚‚”—‘‘

dwSize

Š‚‚‚‚‘‘‚ƒƒƒ

dwHeaderSize
DIPƒƒ‚DIPH_BYOFFSET‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚Œ‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒ
dwHowƒƒƒƒ‚DIPH_BYID‚‚‚‘‰
‚IDirectInputDevice::EnumObjects‚Œ‚‚‚‚•‚‚‚DIDEVICEOBJECTINSTANCE‚dwTypeƒƒƒƒ‚•
‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒŽ•Ž
dwHow
dwObj‚‰Ž•–‚Ž’‚‚

DIPROPRANGE XE "DIPROPRANGE" §

typedef struct {

    DIPROPHEADER diph;
    LONG lMin;
    LONG lMax;

} DIPROPRANGE;



DIPROP_RANGEƒƒƒƒƒ‚Ž‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚”ˆ‚ƒƒƒ‚Ž“‚—‚‚ƒƒƒƒ‚”ˆ‚–
Œ‚‚‚’’‚‚‚”ˆ‚lMin = DIPROPRANGE_NOMIN‚‚‚lMax = 
DIPROPRANGE_NOMAX‚‚‚”ˆ‚–Œ‚‚‚ƒƒƒƒ‚‚‰‚‚‚‚‚‚‚‚‚’ˆ

diph

ˆ‰‚‚‚‚Š‰‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚

dwSize = (DIPROPRANGE)‚ƒƒƒ

dwHeaderSize = (DIPROPHEADER)‚ƒƒƒ

dwObj = ƒƒƒƒƒƒŽ•Ž

dwHow = dwObjの Ž•–

lMin

”ˆ‚‰Œ

lMax

”ˆ‚Œ

JOYCAPS XE "JOYCAPS" § 
typedef struct {

    WORD wMid; 

    WORD wPid; 

    CHAR szPname[MAXPNAMELEN]; 
    UINT wXmin; 
    UINT wXmax; 
    UINT wYmin; 
    UINT wYmax; 
    UINT wZmin; 
    UINT wZmax; 
    UINT wNumButtons; 
    UINT wPeriodMin; 
    UINT wPeriodMax; 
\\  ののの Windows では存在しなかった
    UINT wRmin; 
    UINT wRmax; 
    UINT wUmin; 
    UINT wUmax; 
    UINT wVmin; 
    UINT wVmax; 
    UINT wCaps; 
    UINT wMaxAxes; 

    UINT wNumAxes; 

    UINT wMaxButtons; 
    CHAR szRegKey[MAXPNAMELE•Ž 
wPid 
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•Ž•Ž 
szPname 
ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚•–‚Š‚‚‚NULL‚‚‚•Ž— 
wXminwXmax 
x•’‚’‚‚‚‘’ 
wYminwYmax 
y•’‚’‚‚‚‘’ 
wZminwZmax 
z•’‚’‚‚‚‘’ 
wNumButtons 
ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ 
wPeriodMinwPeriodMax 

ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒ クを捕捉したときにサポートされるポーリング周期 最小値および最大値の。
 

wRmin、wRmax 

ラダー値 最小値おの よび最大値。ラダーは 4の  

wUmin、wUmax 

u 座標(5の)の  

wVmin、wVmax 

v 座標(6の)の
wCaps 

ジョイスティック 機能。以下の フラグは、ジョイのの スティックが持ち得る個々の機能を定義
する。

JOYCAPS_HASPOV 

ジョイスティックは視点情報を持つ。

JOYCAPS_HASR 

ジョイスティックはラダー(4の)情報を持つ。 

JOYCAPS_HASU 



ジョイスティックは u 座標(5の)情報を持つ。 

JOYCAPS_HASV 

ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚v•(6”–‚Ž)•‚Ž‚ 

JOYCAPS_HASZ 

ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚z••‚Ž‚ 

JOYCAPS_POV4DIR 

ジョイスティックの 視点は離散’‚ƒƒƒ‚‚’‰‘Œ‚‚‚‰ 

JOYCAPS_POVCTS 

ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž“‚˜‘“‚•ˆŠ‚ƒƒƒ‚‚ 

wMaxAxes 

ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚Ž‚‘ 

wNumAxes 

ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ŒŽ—‚‚‚‚‚Ž 

wMaxButtons 

ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚ƒƒƒ‚‘ 

szRegKey 

ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚Š‚NULL‚‚‚•Ž— 

szOEMVxD 

ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒOEM‚Ž•‚‚NULL‚‚‚•Ž— 

ŽjoyGetDevCaps

JOYINFOEX XE "JOYINFOEX" § 

typedef struct joyinfoex_tag {

    DWORD dwSize; 

    DWORD dwFlags; 
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    DWORD dwXpos; 

    DWORD dwYpos; 

    DWORD dwZpos; 

    DWORD dwRpos; 
    DWORD dwUpos; 

    DWORD dwVpos; 

    DWORD dwButtons; 

    DWORD dwButtonNumber; 
    DWORD dwPOV; 
    DWORD dwReserved1; 
    DWORD dwReserved2; 
} JOYINFOEX;

ジョイスティックの位置、視点の位置およびボタンの 

dwSize 
こ 構造体の の 
dwFlags 
こ 構造体に格納された情の 報が有効であるかを示すフラグ¡有効な情報を含まない要素は
0 にセットされる¡以下 フラグが定義の されている。
JOY_RETURNALL 

JOY_RETURNRAWDATA を除くすべての JOY_RETURN 値をセットすることと
同等である¡ 

JOY_RETURNBUTTONS 

dwButtons 要素には、各ジョイスティックの ボタンの 状態に関する有効な情報が含ま
れる。 

JOY_RETURNCENTERED 

ののの  

JOY_RETURNPOV 

dwPOV 要素には、離散的な単位を用いて示される視点コントロールに関する有効な情報
が含まれる。 

JOY_RETURNPOVCTS 

The dwPOV 要素には、連続的で 100 分の 1 度を単位として示される視点コントロー
ルに関する有効な情報が含まれる。 

JOY_RETURNR 



The dwRpos—‘‚‚—Œ‚ƒƒƒƒƒ•‚Š‚‚‚‚‚‚4”–‚Ž‚‘‚‚‚‚‚Ž‚¡ 

JOY_RETURNRAWDATA 

ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ŽŽ’‚‚‚‘‘‚Š”‚‚‚‚‚‚‚‚Ž‚¡ 

JOY_RETURNU 

dwUpos—‘‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚5”–‚Ž‚Ž—‰”‚‚‚‚‚‚Ž‚Š‚‚—Œ‚ƒƒ‚Š‚‚‚‚‚‚‚‚‚0‚•‚‚‚ 

JOY_RETURNV 

dwVpos—‘‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚6”–‚Ž‚Ž—‰”‚‚‚‚‚‚Ž‚Š‚‚—Œ‚ƒƒ‚Š‚‚‚‚‚‚‚‚‚0‚•‚‚‚ 

JOY_RETURNX 

dwXpos—‘‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚x•‚Š‚‚—Œ‚ƒƒ‚Š‚‚‚ 

JOY_RETURNY 

dwYpos —‘‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚y•‚Š‚‚—Œ‚ƒƒ‚Š‚‚‚ 

JOY_RETURNZ 

dwZpos —‘‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚z•‚Š‚‚—Œ‚ƒƒ‚Š‚‚‚ 

JOY_USEDEADZONE 

ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒˆ’‚”ˆ‚Š’‚‚‚”ˆ‚ƒƒƒƒƒ‚Œ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒ“‚‚‚‚‚ˆ’‚‘‚‚’’‚•‚ 

ˆ‰‚ƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚ƒƒ‚’‹‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚‚‚‚‚‚‚
JOY_CAL_READ3 

xyz•‚“‚‚‚‚‚‚‚’‚dwXposdwYposdwZpos—‘‚‚‚‚‚Š”‚‚ 

JOY_CAL_READ4 
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ƒƒ•‚‚‚xyz•‚“‚‚‚‚‚‚‚’‚dwRposdwXpos
dwYposdwZpos—‘‚‚‚‚‚Š”‚‚ 

JOY_CAL_READ5 

ƒƒ•‚‚‚xyzu•‚“‚‚‚‚‚‚‚’‚d‚’‹‚‚‚‚‚vŽƒƒ‚‚‚‚‚“‚‚‚‚‚‚‚‚‚0‚•‚

JOY_CAL_READALWAYS 

ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚Œ’‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒ‚“‚‚ 

JOY_CAL_READRONLY 

ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚ƒƒ‚’‹‚‚‚ƒƒ•‚“‚‚‚‚‚‚‚’‚dwRpos—‘‚Š”‚‚‚‚‚‚‚‚‚0‚•‚ 

JOY_CAL_READUONLY 

ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚ƒƒ‚’‹‚‚‚u•‚“‚‚‚‚‚‚‚’‚dwUpos 要素に格納する。そう
でなければ 0 を返す。 

JOY_CAL_READVONLY 

ジョイスティックミニドライバが存在しデータを提供する場合は vのの dwVpos 要素に
格納する。そうでなければ 0‚•‚ 

JOY_CAL_READXONLY 

x•‚“‚‚‚‚‚‚‚’‚dwXpos—‘‚Š”‚‚ 

JOY_CAL_READXYONLY 

x、yのの dwXposdwYpos—‘‚‚‚‚‚Š”‚‚ 

JOY_CAL_READYONLY 



y•‚“‚‚‚‚‚‚‚’‚dwYpos—‘‚Š”‚‚ 

JOY_CAL_READZONLY 

z•‚“‚‚‚‚‚‚‚’‚dwZpos—‘‚Š”‚‚ 

dwXposdwYposdwZpos 
‚‚‚‚Œ‚x•y•z• 
dwRpos 

ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚4”–‚Ž‚‚‚ƒƒ‚Œ‚ˆ’ 
dwUposdwVpos 
‚‚‚‚5”–6”–‚Ž‚ˆ’ 
dwButtons 

32‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Œ‚‘‚‚—‘‚’‚JOY_BUTTONnflagsのの
合‚‚‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚n‚1‚‚32‚‚‚’‚‚‚¡‚‚‚‚‚’‚‰‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚‘“‚‚

dwButtonNumber 

Œ‰‚‚‚‚‚ƒƒƒ—‘ 

dwPOV 

Œ‚Ž“ƒƒƒƒƒ‚ˆ’‚‚—‘‚‘‚‚’‚0‚‚35,900‚‚‚”ˆ“‚‚‚‚‚‚‚’‚ŠŽŠ‚“’ˆ‚•‚100”‚‚‚‚‚‚‚
 

dwReserved1dwReserved2 

—–‚‚‚‚‚‚‚Ž—‚‚‚ 

dwSize—‘‚’‚ joyGetPosExŠ‚“ののの5 つ 位置しか持たない。の  JOY_RETURNPOV フラグがセットされているとき、
これらのの JOY_POV 定数を用いて通知される¡
視点に関する位置 
注釈 

JOY_POVBACKWARD 
視点ハットが後ろ側にある。値 18,000 は 180.00の¡ 

JOY_POVCENTERED 
視点ハットはニュートラル位置にある。値-1 は、視点ハットが角度を通知していないこと
を意味する。

JOY_POVFORWARD 
視点ハットは前側にある。値 0 は 0.00の  

JOY_POVLEFT 
視点ハットは左側にある。値 27,000 は 270.00の  

JOY_POVRIGHT 
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視点ハットは右側に‚‚’9,000‚90.00“‚•Œ‚•‚ 

Windows 95‚ƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚ŒŽ“‚‚‚‚‚¡‘‚’‚Š“‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚—‚‚‚‚‚‚‚‚¤ ——
‰”‚‚‚‚˜‘“‚ƒƒ‚JOY_RETURNPOVCTSƒƒƒ‚—
‚‚Ž“‚‚‚‚‚‚‚‚‚¡‚‚JOY_RETURNPOVCTSƒƒƒ‚JOY_RETURNPOVƒƒƒ‚‚‚‚—‚‚‚‚JOY 
POV’‚ƒƒƒ‚‚‚‚
ŽjoyGetPosEx 

ƒƒƒƒ•
c_dfDIKeyboard XE "c_dfDIKeyboard" §

‚‚‚‚‚’‹‚‚‚‚‚DIDATAFORMAT の
ジェクトは DINPUT.LIB ライブラリファイルで与えられている。

のの IDirectInputDevice::SetDataFormat へ渡され、そのデバイスがキーボード形式で
アクセスされることを示す。

c_dfDIMouse XE "c_dfDIMouse" §

あらかじめ定義されている DIDATAFORMAT 構造体で、マウス・デバイスを記述する。
こ オブの ジェクトは DINPUT.LIB ライブラリファイルで与えられている。

のの IDirectInputDevice::SetDataFormat へ渡され、そのデバイスがマウス形式でアク
セスされることを示す。

GUID_SysKeyboard XE "GUID_SysKeyboard" §

あらかじめ定義されている DirectInputのGUID で、デフォルトの システムキーボードをつねに参照す
る
‚‚’‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚IDirectInput::CreateDevice‚“‚‚‚‚‚‚‚
‚

GUID_SysMouse XE "GUID_SysMouse" §

‚‚‚‚‚’‹‚‚‚‚‚DirectInput‚ƒƒƒƒƒƒGUID‚ƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚Ž‚‚‚‚’‚ƒƒƒƒƒƒ
ƒ‚‘‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚IDirectInput::CreateDevice‚“‚‚‚‚‚‚‚‚

’

DIPROP_AXISMODE XE "DIPROP_AXISMODE" §

‚‚‚‚‚’‹‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚Žƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚るいは取得に用いられる。こ 設定は、特定の
‚ƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‘‘‚“—‚‚‚‚‚dwHowƒƒƒƒ‚DIPH_DEVICE‚‚‚‚‚‚‚‚‚

‚‚ƒƒƒƒƒ‚DIPROPDWORD‘‘‚—‚‚ 
DIPROPDWORD‘‘‚pdiphƒƒƒƒ‚DIPROPHEADER‘‘‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚d
wDataƒƒƒƒ‚Žƒƒ‚Š‚‚‚‚‚‚Ž‚Ž‚‚‚‚‚‚

DIPROPHEADER‘‘‚dwObjƒƒƒƒ‚0‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ’‚“’‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚ƒƒ
ƒƒ‘‘‚“—‚‚‚‚‚‚Ž‚dwSize フィールドには
DIPROPDWORD‘‘‚ƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚

DIPROPDWORD‘‘‚dwDataƒƒƒƒ‚ˆ‰‚’‚‚‚‚

DIPROPAXISMODE_ABS: ‘•‚Žˆ’‚’’‚‚Žˆ“‚ŽŠ‚‚‚‚—Œ‚‚‚



DIPROPAXISMODE_REL: Žˆ’‚‘‘•‚’’‚‚Žˆ“‚‘‰Žˆ’‚—‹‚‚‚‚‚‚‚‚‚’’‚‚‚ 

DIPROP_BUFFERSIZE XE "DIPROP_BUFFERSIZE" §
あらかじめ定義されているプロパティで、デバイス入力バッファサイズのセットや取得に
用いられる。
こ 設定は、特定の オブジェクトに対してといのの うよりはデバイス全体に適用されるの
dwHow フィールドは DIPH_DEVICE でなければならない。
こ プロの パティは DIPROPDWORD 構造体を用いる。 DIPROPDWORDの
pdiph フィールドは DIPROPHEADER 構造体へのdwData フィールドはバッファ
サイズを含むか、あるいは受け取ることになる。
DIPROPHEADER の dwObj フィールドは 0 でなければならず、これはこのプロパ
ティ設定が特定 オブジェクトではなの くデバイス全体に適用されることを示す。dwSize
フィールドには DIPROPDWORD の
アプリケーションがデバイスからバッファ・データを読みとらない場合には、
DIPROPDWORDの dwData フィールドが 0 にセットされる。または、用いるバッファのサイズを示すため
に 0の

バッファサイズをセットする際に、dwData が示すバッファサ
イズがデバイスでサポートするには大きすぎる場合、とりうる最大の バッファサイズに
セットされる。必要なバッファサイズがセットされたかを知るに
は、バッファサイズプロ ƒƒƒ‚Ž“‚‚‚Œ‰
‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚’‚”Š‚‚‚‚‚‚‚‚‚

DIPROP_GRANULARITY XE 
"DIPROP_GRpdiphƒƒƒƒ‚DIPROPHEADER‘‘‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚dwDataƒƒƒƒ‚’ˆ‚Ž‚Ž‚‚‚‚‚‚
DIPROPHEADER‘‘‚dwObjƒƒƒƒ‚’ˆ‚Ž“‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚Ž•Ž‚‚‚‚‚‚‚‚‚dwSizeƒƒƒƒ‚‚DIPROPD
WORD‘‘‚ƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚

’ˆ‚’‚ƒƒƒƒƒƒ‚ˆ“‚’’‚‚‚‚‹—‚‚‚。ほとんど 軸オブジェクトの 最小単位はのの 1 であり、
任意 値をとりうることをの 意味する。これよりも大きい最小単位を持つ軸もある。たとえば、マウス上
の Z-回転輪軸の最小単位は 20 で、通知される位置変化はすべて 20 の倍数であることを意味
する。言い換えると、ユーザが Z-回転輪をゆっくり回転すると、デバイスは位置 0、20 そし
て 40 というように通知する。

これは読み出し専用の プロパティである。

DIPROP_RANGE XE "DIPROP_RANGE" §

あらかじめ定義されているプロパティで、オブジェクトから通知される値の範囲を取得する。

のDIPROPRANGE 構造体を用いる。DIPROPRANGE の pdiph フィールドは
DIPROPHEADER の
DIPROPHEADER の dwObj フィールドは範囲が取得されるオブジェクトに対する識別子
でなければならない。dwSize フィールドには DIPROPRANGE 構造体の
これは読み出し専用の プロパティである。

DISCL_BACKGROUND XE "DISCL_BACKGROUND" §

SetCooperativeLevel へ パラメータで、バックグラウンの ド・アクセスが必要であること
を示す。バックグラウンド・アクセスが与えられると、関連のあるウィンドウがアクティブ・
ウィンドウでないときも含めデバイスはいつでも認識可能である。
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DISCL_FOREGROUND と DISCL_BACKGROUND の
IDirectInputDevice::SetCooperativeLevel に渡されなければならない。両方を渡した
りいずれも渡さない場合はエラーとなる。現バージョンの DirectInputでは排他的なバック
グラウンド・アクセスが許されていないことに注意。

DISCL_EXCLUSIVE XE "DISCL_EXCLUSIVE" §
SetCooperativeLevel の ƒƒ‚”‘“ƒƒƒƒ‚•—‚‚‚‚‚‚Ž‚”‘“ƒƒƒƒ‚—
‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚‘‚ƒƒƒƒƒƒ‚”Ž‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚‚”‘“ƒƒƒƒ‚“‚‚‚‚‚かし、他 アプリケーの
ƒƒƒ‚”‘“ƒƒƒƒ‚“‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚‚””‘“‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚‹‚‚‚‚‚‚‚‚’ˆ‚‚‚‚(”‘“‚‚‚Œ‚‚‚‚‚Œ
‚‚言い回しであるが、DirectDraw‚‚‚‚—Ž‚Š”‚”Š‚‚‚‚‚Ž‚‚‚‚‚‚‚)

WM_ENTERSIZEMOVE‚‚‚ WM_ENTERMENULOOPƒƒƒƒ‚Ž‚Ž‚‚‚ƒƒ
ƒ‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚の
DISCL_EXCLUSIVE‚DISCL_NONEXCLUSIVE‚‚‚‚‚‚‚‚‚SetCooperativeLevel‚“‚ƒ‚•—‚‚‚
DISCL_FOREGROUND XE "DISCL_FOREGROUND" §

SetCooperativeLevel‚‚ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚•—‚‚‚‚‚‚Ž‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ ス
が与えられると、関連 あるウィンドウがフォアグラウンドでアクティブでなの くなるとデバイ
スは自動的に解放される。

DISCL_FOREGROUND と DISCL_BACKGROUND の
IDirectInputDevice::SetCooperativeLevel に渡されなければならない。両方を渡したり
いずれも渡さない場合はエラーとなる。

DISCL_NONEXCLUSIVE XE "DISCL_NONEXCLUSIVE" §

SetCooperativeLevelののの
スにアクセスしている他 アプリの ケーションに干渉しない。

DISCL_EXCLUSIVE と DISCL_NONEXCLUSIVE の
IDirectInputDevice::SetCooperativeLevel に渡されなければならない。両方を渡したり
いずれも渡さない場合はエラーとなる。

キーボード・デバイス定数 XE "キーボード・デバイス定数" §

キーボード・デバイス定数は dinput.h に定義されており、キーボード・デバイスのデー
タパケット(256の)のの
Ž’‚‚‚ƒƒ‚Š”‚‚‚‚‚”——‘‚‘‘ˆ’‚Ž•‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚ˆ’‚‚‚ƒƒ‚ƒ
ƒƒ‚ƒ‚‘‰
‚‚‚‚ˆ”‚‚‚‚‚’‚DIDEVICEOBJECTDATA、
DIOBJECTDATAFORMAT、あるいは
DIDEVICEOBJECTINSTANCE 構造体の dwOfs メンバで
使用される。また、要素を指定して配列にアクセスす
‚‚“Ž‚‚‚‚—‚‚‚‚

ˆ”“‚ƒƒƒƒƒƒƒ’‚ˆ‰‚Ž‚

DIK_ESCAPE Escƒ 
DIK_1 1  



DIK_9 9 ƒ 
DIK_0 0 ƒ 
DIK_MINUS ƒƒƒƒƒƒ‚ - ƒ
DIK_EQUALS = ƒ 
DIK_BACK Backspaceƒ 
DIK_TAB Tabƒ 
DIK_Q Q ƒ 
DIK_W W ƒ 
DIK_E E ƒ 
DIK_R R ƒ 
DIK_T T ƒ 
DIK_Y Y ƒ 
DIK_U U ƒ 

DIK_I I キー 

DIK_O O キー 

DIK_P P キー 

DIK_LBRACKET [ キー 

DIK_RBRACKET ] キー 

DIK_RETURN メインキーボードの Enter キー

DIK_LCONTROL 左 Ctrl キー 

DIK_A A キー

DIK_S S キー 

DIK_D D キー 

DIK_F F キー 
DIK_G G キー 
DIK_H H キー 

DIK_J J ƒ 

DIK_K K ƒ 

DIK_L L ƒ 

DIK_SEMICOLON ; ƒ 

DIK_APOSTROPHE ƒƒƒƒƒƒƒ (') キー 
DIK_GRAVE accent grave (`) ƒ 

DIK_LSHIFT Shiftƒ 

DIK_BACKSLASH \ ƒ 

DIK_Z Z ƒ 

DIK_X X ƒ 

DIK_C C ƒ 

DIK_V V ƒ 

DIK_B B ƒ 
DIK_N N キー 

DIK_M M ƒ 
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DIK_COMMA , ƒ 

DIK_PERIOD ƒƒƒƒƒƒ‚ . ƒ

DIK_SLASH ƒƒƒƒƒƒ‚  / ƒ
DIK_RSHIFT 右 Shift キー
DIK_MULTIPLY テンキーの * キー
DIK_LMENU 左 Alt キー
DIK_SPACE スペースバー 
DIK_CAPITAL Caps Lock キー
DIK_F1 F1 キー 
DIK_F2 F2 キー 

DIK_F3 F3 ƒ 

DIK_F4 F4 ƒ 

DIK_F5 F5 ƒ 

DIK_F6 F6 ƒ 

DIK_F7 F7 ƒ 
DIK_F7 ƒƒƒ‚7ƒ
DIK_NUMPAD8 ƒƒƒ‚8 ƒ 
DIK_NUMPAD9 ƒƒƒ‚ 9 ƒ 
DIK_SUBTRACT ƒƒƒ‚ - ƒ 
DIK_NUMPAD4 ƒƒƒ‚ 4 ƒ 
DIK_NUMPAD5 ƒƒƒ‚ 5 ƒ 
DIK_NUMPAD6 ƒƒƒ‚ 6 ƒ 
DIK_ADD ƒƒƒ‚ + ƒ 
DIK_NUMPAD1 ƒƒƒ‚ 1 ƒ 

DIK_NUMPAD2 テンキーの 2 キー 

DIK_NUMPAD3 テンキーの 3 キー 

DIK_NUMPAD0 テンキーの 0 キー 

DIK_DECIMAL テンキーの . キー 

DIK_F11 F11 キー

DIK_F12 F12 キー

DIK_NUMPADENTER   の Enter キー

DIK_RCONTROL 右 Ctrl キー

DIK_DIVIDE テンキーの / キー

DIK_SYSRQ SysRq キー

DIK_RMENU 右 Alt キー

DIK_HOME Home キー



DIK_UP 上矢印キー

DIK_PRIOR PgUp キー

DIK_LEFT 左矢印キー

DIK_RIGHT 右矢印キー

DIK_END End キー

DIK_DOWN 下矢印キー

DIK_NEXT PgDn キー

DIK_INSERT Insertƒ

DIK_DELETE Deletƒ

DIK_LWIN Windowsƒ 

DIK_RWIN ‰Windowsƒ 

DIK_APPS AppMenuƒ

ƒƒƒƒƒƒƒ’ XE "ƒƒƒƒƒƒƒ’" §

DIMOFS_BUTTON0

DIMOUSESTATE‘‘‚“‚‘‚‚ƒƒƒƒƒƒ0‚‘‚ƒƒƒƒƒ‚‚’‚DIDEVICEOBJECT
DATA‘‘‚dwOfsƒƒƒƒ‚‚‚•‚‚ƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ0‚“—‚‚‚‚‚‚Ž‚

DIMOFS_BUTTON1

DIMOUSESTATE‘‘‚“‚‘‚‚ƒƒ スボタン 1のの
‚’‚DIDEVICEOBJECTDATA‘‘‚dwOfsƒƒƒƒ‚‚‚•‚‚ƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ1‚“—
‚‚‚‚‚‚Ž‚

DIMOFS_BUTTON2

DIMOUSESTATE‘‘‚“‚‘‚‚ƒƒƒƒ タン 2のののDIDEVICEOBJECTDATA 構造体の dwOfs フィールドとして返され、データがマウスボタン 2 に適用されることを示す。
DIMOFS_BUTTON3
DIMOUSESTATE の 3のののDIDEVICEOBJECTDATA の dwOfs フィー
ルドとして返され、データがマウスボタン 3 に適用されることを示す。
DIMOFS_X

DIMOUSESTATE 構造体の 先頭に対するマウスの xののの
DIDEVICEOBJECTDATA 構造体の dwOfsの x “—の
‚‚‚‚‚‚Ž‚

DIMOFS_Y
DIMOUSESTATE‘‘‚“‚‘‚‚ƒƒƒ‚y•Œ‚ˆ’‚ƒƒƒƒƒ‚‚’‚DID“‚‘‚‚ƒƒƒ‚z•Œ‚ˆ’‚ƒƒƒƒƒ‚‚’‚DIDEVICE
OBJECTDATA‘‘‚dwOfsƒƒƒƒ‚‚‚•‚‚ƒƒ‚ƒƒƒ‚z•Œ‚ˆ’‚“—‚‚‚‚‚‚Ž‚

DirectInputƒƒƒƒƒƒƒ‹ƒƒ XE "DirectInputƒƒƒƒƒƒƒ‹ƒƒ" § 

DirectInputƒƒƒƒƒƒƒ‹ƒƒ‚DIDEVICEINSTANCE 構造体で用いられる。デバイ
ス・タイプ記述コードの最下位バイトはデバイス・タイプを指定する。

DIDEVTYPE_MOUSE: マウスあるいはマウスに類似したデバイス(トラックボールなど)。
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DIDEVTYPE_KEYBOARD: キーボードあるいはキーボードに類似したデバイス。

下位から 2のの
マウスタイプの デバイスについては、次の サブタイプが定義されている:

DIDEVTYPEMOUSE_UNKNOWN: サブタイプを確定できない。

DIDEVTYPEMOUSE_TRADITIONAL: 伝統的なマウス。

DIDEVTYPEMOUSE_FINGERSTICK: フィンガースティック。

DIDEVTYPEMOUSE_TOUCHPAD: デバイスはタッチパッドである。

DIDEVTYPEMOUSE_TRACKBALL: デバイスはトラックボールである。

キーボードタイプの デバイスについては、次の サブタイプが定義されている:

DIDEVTYPEKEYBOARD_PCXT: IBM PC/XT 83 キー キーボード。

DIDEVTYPEKEYBOARD_OLIVETTI: オリベッティ 102 キー キーボード。

DIDEVTYPEKEYBOARD_PCAT: IBM PC/AT 84 キー キーボード。

DIDEVTYPEKEYBOARD_PCENH: IBM PC 拡張 101/102 キーまたは
Microsoftƒƒƒƒƒƒƒƒ

DIDEVTYPEKEYBOARD_NOKIA1050: Nokia 1050ƒƒƒ

DIDEVTYPEKEYBOARD_NOKIA9140: Nokia 9140ƒƒƒ

DIDEVTYPEKEYBOARD_NEC98: “–ŒNEC PC98ƒƒƒ

DIDEVTYPEKEYBOARD_NEC98LAPTOP: “–ŒNEC PC98 ラップトップ
キーボード。
DIDEVTYPEKEYBOARD_NEC98106: 日本語 NEC PC98 106 キー キーボード。
DIDEVTYPEKEYBOARD_JAPAN106: 日本語 106 キー キーボード。
DIDEVTYPEKEYBOARD_JAPANAX: 日本語 AX キーボード。
DIDEVTYPEKEYBOARD_J3100: 日本語 J3100 キーボード。

DirectInput データ・フォーマット・タイプ XE "DirectInput データ・フォーマッ
ト・タイプ" §
DirectInput データ・フォーマット・タイプはデバイスにおける単一オブジェクトの属性
を記述する。デバイスにおけるオブジェクトは軸、ボタンあるいは他の入力ソースとなり
うる。
DIDFT_ALLの IDirectInputDevice::EnumObjects に対し‚‚‚—

Œ‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚Š‚‚‚—‹‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚‘‚ƒƒƒ‚‘‚‚‚‚‚‚‚
‚‚‚‚

DIDFT_RELAXIS
ƒƒƒƒƒƒ‚0‚”‚’’‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚Ž‚’ˆ‚20‚‚‚‚‚‚Ž‚Ž‚DIPROP_GRANULARITYƒƒƒƒƒ‚‚‚‚Ž‚’ˆ‚’’‚‚



‘‘Žƒƒƒƒ‚‚‘•‚‘‚‚‚‚‚‚’’‚‚‚‘•‚’‚ƒƒƒƒ‚”Ž‚‚‚‚‚Š‚‚‚ƒƒƒƒ‚‚‚’’‚‚‚‘‘•‚Œ‚‚
‚Œ‰‚‚‚‘‘Žƒƒƒƒƒƒ‚‚“‚‚‚‘•は、他の 絶対座標と比較される場合の み意味を持つ。たとえば、ボタンが押されているときにアプリケーションが絶対的値を記録し、ボタンが離されるとそれを取得すると仮定する。この ふたつの 値の 差をとることにより、アプリケーションは、ボタンが押された位置と離された位置との 間の 距離を計算することができる。

相対軸上で絶対的値の 原点をセットしたり取得したりすることは不可能なの で、アプリケー
ションはデバイスを認識した直後に絶対位置を記録するべきである。この値は仮想原点となる。それ以降の呼び出しについてはすべて、この原点を基に絶対位置が考慮される。

DIDFT_ABSAXIS

オブジェクトは絶対軸である。絶対軸とは、絶対位置としてデータを通知するも である。の
の
の 20 倍数で通知することもあるが、の これは軸 最小単位がの 20の
DIPROP_GRANULARITY プロパティははその軸の最小単位を通知する。

DIDFT_AXIS

の IDirectInputDevice::EnumObjects のの
DIDFT_PSHBUTTON

オブジェクトはプッシュボタンである。プッシュボタンは、ユーザが押しているときは下がっ
ていると通知され、ユーザが離すと上がっていると通知される。

DIDFT_TGLBUTTON

オブジェクトはトグルボタンである。トグルボタンはユーザが押しているときには下がってい
ると通知され、次にユーザがボタンを押すまでは、押されていると通知され続ける。

DIDFT_BUTTON

オブジェクトはプッシュボタンかトグルボタンである。

返値ののの
DirectInputŠ‚‚‚•‚‚‚‚ƒƒ‚—‹‚‚‚‚ŠŠ‚•‚‚‚ƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚Œ‚Š‚’Ž‚Ž
‚‚‚‚

JOYERR_NOCANDO 

ジョイスティ ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒ•‚‚‚‚‚ 

JOYERR_NOERROR 

—‹‚—‚‚ 

JOYERR_REGISTRYNOTVALID 

ƒƒƒƒƒ‚‚‚‚ˆ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚–Œ‚ƒƒ‚Š‚‚‚
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JOYERR_UNPLUGGED 

Ž’‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒ‚‘‚‚‚‚‚‚ 

MMSYSERR_BADDEVICEID 

Ž’‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž•Ž‚–Œ‚‚‚¡

MMSYSERR_INVALPARAM 

–Œ‚ƒƒƒƒ‚“‚‚‚ 

MMSYSERR_NODRIVER 

ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚‚ 


	Windows DirectX SDK ‚‚‚“‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚DirectInput‚“—ƒƒƒƒƒƒ‚‚‘‚•—‚ƒƒƒƒ‚‰”‚‚‚DirectX SDKƒƒƒƒƒƒ‚‚‚
	DirectInputDeviceオブジェクトは、マウスやキーボードその他の入•‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚IDirectInput::CreateDeviceƒƒƒƒ‚Œ‚‚‚DirectInputDeviceƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ IDirectInput::CreateDeviceƒƒƒƒ‚IDirectInputDeviceƒƒƒƒƒイス‚•‚
	XE "入力デバイスの状態取得:マウス" §マウスの現在の状態を取得するためには、ポインタをDIMOUSESTATE構造体へセットしてIDirectInputDevice::GetDeviceStateを呼び出す。マウスの状態にはマウスの位置や各ボタンの状態とい‚‚•‚‚‚
	キーボード・デバイスからのデータ取得 XE "ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒŽ“" §
	MMSYSERR_INVALPARAM
	MMSYSERR_NODRIVER
	列挙されているオブジェクトを記述するDIDEVICEOBJECTINSTANCE‘‘‚ƒƒƒƒ
	pvRef
	呼び出されるたびに列挙コールバックへ渡される、呼び出し側により定義された32‚‚‚‚‚‚‚‚
	IDirectInput::QueryInterface XE "IDirectInput::QueryInterface" §
	IDirectInput::Release XE "IDirectInput::Release" §
	IDirectInputDevice XE "IDirectInputDevice" §
	このƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚DirectInputƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚Ž‚
	•’
	LPDIDEVICEOBJECTDATA rgdod,
	LPDWORD pdwInOut,
	if (hres == DI_BUFFEROVERFLOW) {
	rgdodにNULLを渡して項目数として無限大を指定し、デバイス・バッƒƒ‚‚ƒタを削除しないようにすると、デバイス・バッファの要素数を問い合わせる‚‚“‚‚‚‚‚‚
	// ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚‹‚‚‚
	DIERR_INVALIDPARAM = E_INVALIDARG: ‚‚‚ˆ‚ƒƒƒƒ‚–Œ‚‚‚‚
	IDirectInputDeviceが継承するIUnknownインターフェイスの一部。アプリケーションが使用しようとしているインターフェイスをそのオブジェクトがサポートしているかどうか問い合わせるために用いる。問い合わせた特定のCOMインターフェイスをオブジェクトがサポートしている場合、アプリケーションはそのインターフェイスを直ちに使用し始めることができる。必要なインターフェイスがサポートされている場合、アプリケーションのppvObjパラメータにポインタが返される。アプリケーションがそのインターフェイスを使用しないか、あるいは使用を終了した場合は、Releaseを呼び出してインターフェイスを解放しなければならない。このメンバにより、既存あるいは将来の機能と衝突、干渉することなくDirectInputオブジェクトを拡張できる。詳細については、OLEマニュアルのIUnknown::QueryInterface‚Ž‚‚‚‚
	lpDirectInputDevice
	DirectInputデバイスに対するデータ・フォーマットをセットする。データ・フォーマットはデバイスが認識される前にセットする必要がある。データ・フォーマットのセットはただ一度だけでなければならない。データ・フォーマットはデバイスが認識されている間は変更することができない。データ・フォーマットのセットに失敗すると、データ・フォーマット情報はすべて失われる。そのためデバイスが認識される前に有効なデータ・フォーマットをセットしておかなければならない。アプリケーションは通常、あらかじめ定義されているデータ・フォーマットであるc_dfDIMouseまたは c_dfDIKeyboard‚‚‚‚‚‚—‚‚
	lpDirectInputDevice
	DIERR_HANDLEEXISTS: IDirectInputDeviceƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒ’’ƒƒƒƒ‚‚‚‚‘‚‚DirectInp
	case WAIT_OBJECT_0 + 1:
	// ƒƒƒƒ2‚ƒƒƒ‚‚‚

	while(PeekMessage(&msg, NULL, 0, 0, PM_REMOVE)){
	// ゲームがアイドル状態の場合、次のウェƒƒ‚‘‚‚
	// “—‚ƒƒƒƒ‚–Œ‚‘‚‘‚‚‚‚ŽŽ‚‚
	if (!DoGame()) {
	{ &GUID_XAxis, FIELD_OFFSET(MYDATA, lX), 0, DIDFT_AXIS | DIDFT_ANYINSTANCE, },
	DWORD dwOfs;
	DWORD dwType;
	DWORD dwFlags;
	DIOBJECTDATAFORMAT dfAnyAxis = {
	0, // ƒƒƒƒƒƒ
	‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ‘‘‚“‚’‚‚‚”—‘‘
	dwSize
	Š‚‚‚‚‘‘‚ƒƒƒ
	dwHeaderSize
	UINT wNumAxes;
	UINT wMaxButtons;
	ƒƒ•‚‚‚xyz•‚“‚‚‚‚‚‚‚’‚dwRposdwXposdwYposdwZpos—‘‚‚‚‚‚Š”‚‚
	JOY_CAL_READ5
	視点ハットは右側に‚‚’9,000‚90.00“‚•Œ‚•‚
	バッファサイズをセットする際に、dwDataが示すバッファサイズがデバイスでサポートするには大きすぎる場合、とりうる最大のバッファサイズにセットされる。必要なバッファサイズがセットされたかを知るには、バッファサイズプロƒƒƒ‚Ž“‚‚‚Œ‰‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚’‚”Š‚‚‚‚‚‚‚‚‚
	キーボード・デバイス定数はdinput.hに定義されており、キーボード・デバイスのデータパケット(256バイトの配列)内でのオフセットを表している。各オフセットの値は、Ž’‚‚‚ƒƒ‚Š”‚‚‚‚‚”——‘‚‘‘ˆ’‚Ž•‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚ˆ’‚‚‚ƒƒ‚ƒƒƒ‚ƒ‚‘‰‚‚‚‚ˆ”‚‚‚‚‚’‚DIDEVICEOBJECTDATA、DIOBJECTDATAFORMAT、あるいはDIDEVICEOBJECTINSTANCE構造体のdwOfsメンバで使用される。また、要素を指定して配列にアクセスす‚‚“Ž‚‚‚‚—‚‚‚‚
	ˆ”“‚ƒƒƒƒƒƒƒ’‚ˆ‰‚Ž‚
	DIK_ESCAPE Escƒ
	DIK_F3 F3 ƒ
	DIK_F4 F4 ƒ
	DIK_F5 F5 ƒ
	DIK_F6 F6 ƒ
	DIK_F7 F7 ƒ
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